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工調査研究経過の概要

調査地域名 秩 父

現地調査

概査 昭和5 8年3月

精査 昭和3 8年7月,～ 8月 (2 〇日間)

分 析 昭和3 8年9月,～39年3月

検討とり 
まとめ 昭和3 8年9月〜昭和 3 9年6月

覗査研究従事者

指導・ 統括 竹原秀雄 •黒鳥 忠

現地調査 真下育久•前田禎三•久保哲茂•脇 孝介

小島俊郎•松本久二•有光一 登•吉岡二郎

宮川清•森田佳行

母材鑑定 木立正嗣•井上輝一郎

試科分析 新名謹之助(指導)

森田禧代子•的場節子

口 調査研究の成果

A 環境区分に関する研究

(1)調査地域の概況

1)位置

秩父盆地B盆地周囲の山地ならびに荒川源流部の奥秩父山地にか

けて調査地域を設けた。これは北緯約35 ° 5〇・〜56° 5へ東経約
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2)気候および森林帯

皆査地域のほぼ中央にある秩父測候所および地域内主要視測所の観 

測値をTab.1およびTab. 2に示し、それぞれにもとづいて算出した 

暖かさの指数、寒さの指数および雨筮係数などを併記しておく。たヾ 

しTab.2の平均気温は、平均最高および平均最低から算出されたの 

で温量指数とともにやや高い値となっている。またこれら観測値にも 

とづいて熊谷地方気象台が作成した気温ならびに雨最の分布図を「姑 

2 Fig 5.に示す。

福井の気候区分によれば、東山地方北関東地区(EW1)と東海地方南 

関東地区(旦心)の境界は、筑波山一松山一秩父ー小鹿野一三 を結 

ぷ線におかれている。従つてこの地域は彼の気候区の2つに跨ってい 

るといえよう。

また土地利用調査研究協議会で作成された土地利用区分のための気 

候区分では、盆地東側山地以西、即ち詞査地域全域は東山気候区に含 

まれており、1年2作の限界地帯とし、スギ、ヒノキ、カラマツの適 

地でそれぞれの植栽上部限界は12Qg160伽と評価されている。

いずれにせよ分布図が示すような海抜高に伴う気温や雨量のちがい 

はあるが、全国的視野から見た場合のこの地域の特徴は、気温、雨量 

ともほぼ中庸であり、降水配分は表日本型で、湿潤度は夏適冬適型と 

いえよう。

調査地域の森林は主として温帯性の広葉樹林と亜寒帯性の針葉樹林 

によって特徴づけられており、低海抜部は温最指数が示すように暖帯 

林への推移帯にあたっている〇前田の天然林群落区分によると、温帯 

林は約15 〇 〇 m以下にあり、そこにはブナ林を基調とし、ミズナラ

一 5 —
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林、ツガ林、ヒノキ林左どの成立が見られる。また亜寒帯性針葉樹林

は約16 Qcm以上にあって、約16 0 〇〜2 0 Oct!にはコメツガ林、ウラ

ジロモミ林、カラマツ林左どが成立し、約2 0 0珮以上にはシラベーア 

オモリトト・マツ林が発達している。その他低海抜地にはアカマツ林が 

多いC

3)地形•地質慨要

秩父地方は関東平野の北西武にあって、中・古生層よりなる秩父山 

地と長勝系と総称される結晶片岩(三波川式お、よび御荷辨式変成岩)で 

構成される山地(調査地は標高7 〇 om以下)と断層盆地として標式的 

なもので、方三紀層およびオ四紀層よりなる秩父盆地の3つの団地に大 

別することが出来る。

この址方には荒川が東流していて、その支流には秩父盆地を束流して 

皆野町で荒川に合流する赤平川と中.古生層地域を東流する中津川、荒 

川本流と北流して荒川に合流する大洞川、大血川左どがある。

秩父盆地の北部には城 山( 1,0 3 8 m)、西神山( 1,7 2 4m)があり 

荒川の本流の分水嶺には西武に三国山( 1,8 2 8 m)甲武信ヶ岳(2,488 

m) »古礼山(2,112 m)があり、南部に雲取山(2,018 m)、天目山

(1,718m)があり、盆地の南部には武甲山(1,336m)がある。これ 

らの連山は主に中・古生層で構成され,早壮年期から壮年期地形で、獻 

量49 om前後、谷密度18前後のところが多い。上記山地に囲まれた旭 

域の中央には秩父盆地があって、低山地および丘陵地形をなし、起伏量

10 〇〜2 〇 om、谷密度18前後のところが多い。秩父盆地の束部には上 

記結晶片岩の山地帯があり、これは寄居附近で関東平野に接続する。こ 

の山地帯は標高6 〇 〇 m以下のところが多く、荒川の両岸を含む地帯は起

-l 〇-
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伏員2 〇 〇前後、谷密度2 5〜3 5のところが多く、この地帯の南

部は起伏量2 5 〇〜4 0 0也、谷密度2 2前後のところが多い。

地質および現地形の発逹来歴を知るためにFig 4図 に地質略図と 

切峯面図を示した。

切举面の仮想等高雑を見ると秩父地方は金津山を頂点とし、これと 

赤久縄山( 1,5 2 8 m)と武甲山を結ぷ隸を嶺編とする水系地域に入り、 

その間に城 山を結ぶ嶺線とする中間尾根が存在する。この図から旧 

荒川は金峰山一甲武信ヶ岳ー栃本ー小鹿野町ー野上町を結ぷ線上の地 

域を流れていたであろう。これは現在の赤平川の流路を等しく、赤平 

川は秩父地方の初期の河川であったろう。それが地塊の傾動上昇に伴 

って旧荒川は南に偏流移動したものと思われ、中津川、荒川の本流、 

大洞川などの発逹に洋って、赤平川の集水領域は失われ、荒川はます 

唾す生長して行ったもので、さらに、中・古生層地域を嵌入蛇行し、・ 

かつ秩父盆地内に二段の階段的地形を形成したものである。この上階 

段地の表面にはオ三紀層の上に不整合に尾田蒔砂磔層(洪積層)があ 

る。

切華面?^想等高線が急変する上限は、2,。 〇 om綜と!,2 oom線と 

見ることが出来る。このことから伉)1,2 〇 om線以東の地域、也) 

1,2 00～ 2, 0 0 0 m線に入る地域、(〇)2, 0 0 0 m線以西の地域は 

地形発達の来歴を異にするものであろう。この想定と前記の起伏量、 

谷密度、地質その他を考慮して以下述べるような調査を選定した。 

(1)中・古生層地区

古生層は秩父系とよばれ、石炭紀から二畳紀のもので、武甲山、

大血川地区のものは粘板岩、 砂岩、頁岩、輝緑凝灰岩が多く、在岩

-13-



石灰岩を伴うものである。また多くの断層があり、地層は裙曲してい 

いる。中生層は三畳紀から白 紀のもので、栃本、涯坂峠一帯のも 

のは大滝眉群とよばれ、a)栃本層;主に千枚岩、粘板岩にチャー卜、 

砂岩を伴うもの、ゆ川又屑;主に黒色粘板岩に砂岩を伴うもの、(C) 

豆焼沢層;硬砂岩、黒色粘板岩、(d)御橋小屋眉；岩層(C)に同じ、(e)- 

古礼山層(厩坂峠を含む);岩面(c)に同じ。—— 以上の5眉がある。

地形はすでに述べた通りであるが、栃本、大血川団地は谷斜面が 

長く、栃本、雁坂峠一帯には山頂に緩斜面あるいは平坦面が残存し 

ている。

⑵結晶片岩地区 ,

前述の通り地形的につぎの2つに別けられた。

(イ)山頂に緩斜面をもつ個立した団地が多く、谷は放射状をなす細 

谷で、谷斜面長が短かく比高が小さい地域で地形は孤立した丘陵 

地と見られるもの。

(ロ)山頂に緩斜面が少く、谷はやや開析され、谷斜面は長く、地形 

は早壮年期山地形をなすもの。

結晶片岩の岩質は、緑泥石、滑石を主としたものと、石墨、脆雲 

母を主としたものとあり前者は後者より分布面積が広い。調養地は 

(イ)、(ロ)のものをと当たが、両•調査地域には荒川およぴ赤平川の発達. 

史の初期における原地形面が、標高5 〇 〇 m前後のところに残存し 

ている。このような平坦面上には火山の椎積が見られる。

(5)オ三紀層地区

この地区は模式断面図で示すと下図の通りであって、(イ)矛三紀眉・

が露呈しかつ地層の傾斜が5 5°以上(東南に傾いている)の地域、

—1 4 =

(可オ三紀居の傾斜が2 〇。 以下でかつ洪積層が不整合に被覆してい

る地域に別けられる。

このような她質構造の差異が地形に反 

映していて、前者は起伏に富む低山地、 

後者は丘陵地および台地である。

秩父盆地の才三紀届は漸新から中新・ 

世のもので、赤平層と秩父町屑に別け 

られる。赤平層は 岩から砂岩を経て 

泥岩へと漸移する海進期の堆積層で最 

下層を除いては寒流系の化石を産する。 

秩父町属は岩を伴う砂岩、泥岩；厚 

い岩層;岩に富む砂泥質岩層など 

であって、一般に海退期の椎積層で暖 

流系の化石を多産するが、石灰岩をっ 

くるまでに至っていないものである。 

このことはこれらの地屑上の土壊の化 

学的性質に影翘するかも知れ左い。ま 

た秩父盆地には(イ)尾田蒔段丘(標高 

4 4 3mから3 2 8 m)ゝ(ロ)中蒔田段丘 

(32 0mから28om)、内羊山段丘 

(2 9 0 mから2 4 0 m)の3つの河岸

段丘がある。従って斓査地はこれら段.•：. 

丘を含む地域のところも入れた。

因 K
w

fi
fe'
知
—M
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4) ± 壤

かってこの姓域の林地で行われた主な土壤潟査は次のとおりである。

国有林秩父経営区の土堤調査(19 5 0年)

民有林適地適木詞査(19 5 4年以降毎年)

国土需査 寄居 図幅土擬浦査(19 6 2年)

この地域の林地の土壌は、既往の詞在ならびに今回の調査成果から

見て、 色森林土、ポト・ゾル化土題および黒色土壊の3群に大別でき

る。また母材料から見れば、各種基盤岩石、火山拋出物および段丘堆 

積物にそれぞれ由来したものに分けることができる。

5) 土地利用およぴ林況

谷底低地 主として水田に利用されているが、この地形面自体の面

積が少ない。

低位段丘 畑地、水田、市街地、工場などに利用され、路網も最も 

発達しており、この地域の産業、文化の基盤となっている。全耕地面 

積に対する桑園面積の比率は大きいが、水田の比率は小さい。

高位段丘畑地のほか、アカマツ林および主としてコナラ、シデ類からな 

からなる薪炭林として利用されており、スギ、ヒノキの造林地は極め 

て稀である。ここでは社会経済的条件の変動に伴って古くから開墾と放棄( 

放棄(成林)の繰り返しが行われており、耕うんの痕跡を残した林地 

が多い。聞に部落も見られる。

丘陵地 主として林地に利用されているが、緩斜面には畑地’もあり、 

またかって傾斜畑であった林地もある.盆地の中央部から東部にかけ 

ての丘陵には、高位段丘と同様に薪炭林やアカマツ林が多く、スギ、 

ヒノキ林は少ない。しかし西部にはスギ、ヒノキの造林地が多く成長

1 6 —

も良い。

山 地 山地の海抜約1〇 〇 CT:以下の部分にはスギやヒノキの造 

林地が多く、全般:に良い生育を示している。最高約15 〇 〇 mを越 

えるスギ林もあるが、一般にスギの成長は海抜高とともに低下して 

いる。北向斜面では寒害の発生頻度が高いため土壊的にはスギ、ヒ 

ノキの適地でありながら広葉樹林のまま粗放左取り扱いを受けてい 

る林地が多い。

奥秩父の高海抜幼には今なお前述の原生林が残っており、現在開 

発がいそがれている。スギやヒノキの植栽上限以上の更新には主と 

してカラマツが使用されている。

山腹緩斜面には傾斜畑を無する部落(栃本8 oom、大血川6 〇 〇 

m、定 4 〇 〇 mなど)が発達し、コンニャクの栽培が多い。これ 

らの部落の下は回春谷の急斜面となりスギ造林地にをっている。

部落に近い山頂緩斜面、特に定峠から釜伏峠にかけての広いそ 

れは、かって萱場として利用されていたが、現在では萱場は減少し、 

ヒノキ林や薪炭林に変っている、山 緩斜面は殆ど耕地として利用さ 

されている。

⑵ 地区区分の根拠と各地区の特徴

1)他区区分の方法と根拠

従来土壤調査で行われてきた地区区分は、調査に先立ち調査対象地 

をマクロに生成要因の類似したいくつかの地区に分割して調査した方 

が、土壌の生成や分布を検討するのに便利左ためであった。

本研究においては、この区分法の基礎を固めるとともに更に前進さ

-1 7-
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せて次の2つのことをねらいとした。

土壊玖(仮称)の設をの検討 土埋の分布状悉(出現する土垠の., 

種類、その配列組み合せ、面積、局地環境との対応性など)の類似し 

た地区を一括して土擬域とすることにより、広域の土おの実態把握に. 

便利であり、それは計営計画に当って広域の生産力把握を容易にする。 

一方では小縮尺土壊図編築に合理的作図基礎を与える。

生産力評価因子の適用範囲の検討 本研究の一方の柱として生産・ 

カ因子の抽出が行われるが、そこで得られた評価因子の適用範囲を地 

区として把握する必要がある。

このような目的のために既存の認査研究成果にもとづいて以下述べ 

るような地区区分の基準を作り、それによって区分を試み・た。

i)気候による地区区分 ,

区分の基準 気候型によって全国は純気候学的にいくつかの気候 

区に区分されている。しかしこの気候区は本研究における対象地域 

の大きさや地瓯分の目的から見てスケールが大きすぎる。ーまたこ 

の気候区分には実直的な気候のちがいは考慮されていないため山地 

を舞台にした攻区区分には不向きである。従ってこの気候区を更に 

何等かの気候要素の特性により類別し、それに対応する何等かの気 

候因子を指標にして地区を分けることができればと考える。しかし 

他の環境因子による区分と異り、不可現的であること、・基準となる 

観測値に乏しいことをどからその実行は常に困難である。

しかし、多数の気候要素のうち土壌生成や植物の生活に基本的に 

影醫を持つと思われる気温：ならびに降水量を抽出し、(この両者は比 

較的観測値が多く、分布推定も.かなり進歩している)この分布状態

-1 8- 

に対し有意性を持たせた区分を加えることにより目的に近いものが 

できると思われる。そしてこの有意区分の基準の選定は本研究の一 

課題であると考えられる。

一方、森林帯が一般に温度に対応するものとして理解されており、 

可現的左これを区分に併用することは有効であると考えられる。

区分の結果 さいわいこの地域には熊谷地方気象台で作成された 

気温分布図があったのでそれをもとに温量指数やラング雨堤：係数の 

分布推定を行い検討した結果、ほぼ前述の森林帯によって代表され 

る址区に区分できた。

しかし聴取り調査などによると局地的な高温部や多雨地があって 

必しも地区内は均質ではない。

b)地質岩石による地区区分

区分の基準 地質岩石のちがいによって、ある地域をいくつかの 

地区に分ける場合、大縮尺の地質図に見るように地質学における分 

類単位をそのまま地区区分の単位に持ちこむこともあり得よう。し 

かしこれでは土壌母材という立場で見た場合必ずしも地区の特性を 

表現してい左いばかりか、かえって複雑化し特性がかくれてしまふ 

ことになりかねない場合もある。

それで今回の調査に先立ち、既往の題査研究成果にもとづいて、 

土壊母材の立場から次のような地質岩石の応用的類別を試み、母材 

区分の基準に使用するとともに地質岩石による地区区分の基準とし 

た。

流紋岩類 安山岩類 花樹岩類 起塩基性岩数

結晶片岩類人瑚生層砂岩類 〃〃粘板岩類 〃〃岩類

爲ぶ?T1,一 京



古オ三紀層砂石類 〃〃泥岩類 〃〃凝灰岩類

新才三紀層洪積層砂質物頹 〃"泥質物類 〃〃凝灰質物・

火山灰砂類

そしてこれらの当否の検討は本研究の一課題であると考えられる。

区分の結果 前記区分基準にもとづいて漏禿地域を次の3拖区に 

区分した。

中生層古生眉岩類地区(主として粘板岩•輝緑凝灰岩)

たヾし石灰岩を含むC

結晶片岩類地区(主として長系変成岩)

たヾし蛇紋岩の小面積の分布を含む。

才三紀眉岩類地区(主としてシルト岩・砂岩の 岩)

たヾし洪積層を含む。

各地区とも概況で述べたとおりそれぞれいくつかの岩種の異った 

ものを含んでいる。たとえば結晶片岩類地区の蛇紋岩のよう,に母材 

としては当然区別されるべきものである力ら1地区として独立する 

ほどのまとまった拡りを持っていない場合もあり、•また堆積岩中の 

砂岩や粘板岩のように互層産出であるため区分のしようがない場合 

もある。一般に日本のように複雑な地質構造や地形に富む急斜山地 

では、たとい精密な大縮尺の地質図があったとしても、それの示す 

岩石地質界は土壌母材の界線を正確に示しているものではない。

°)地形による地区区分

区分の基準 地形の分類は、大は構造論に立脚した大分類から、 

小は微細な地表面の性状を対象にした小分類に至るまでいろいろ試 

みられている。そして幼区区分の単位にどれを使用するかというこ 

—2 〇-

とになると、これは区分の目的、対象地域の広狭や質的変化の多少 

などによって決ってくるものと思われる。

このことについて本研究でもいろいろ検討の結果、ほぼ北海道標 

準土壊詔査において試行された地区区分の方法に準じて次のような 

区分花準を作成した。

山地 または火山山地

山龍地または火山山籠地

丘陵 または火山性丘陵地

台地 または火山性台地

そして、これらを更に開析の程度、およびそれぞれを構成する微 

細な地形面の種類や発達程度などを指標にして区分することにした。 

そのために起伏豈、谷密度、傾斜などの各種地形計測値を使用する 

こととし、その方法は前出の北海道標準土壊調査における試案にょ 

ることとした。

区分の結果 このような区分再準にもとづいてこの地域を次の3 

地区に区分した。

壮年期山地地区(西部の起伏豈:の大きい急 な山地。

たヾし石灰岩山地地形の武甲山を含む。)

早壮年期山地地区(盆地東部の平頂 を持つ拖畳山地。

たヾし宝登山はやや異質。)

丘陵地区(盆地底部の丘陵。

たヾし台地を含むc )

それぞれの地形の特徴は灘況で述べたとおりであり、地区別の計 

測値やその他の特徴をTab. 3に示す。
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d) 土壤による地区区分

本研究における地区区分は最終的には土壊を中心にした総合的左 

環境条件の異同にもとづいて地区を分けよう(土以域の設定)とす 

るものである。従って土壤調査成果からはじめてこれが求められる 

ものである。

区分の基準 出現する土壤型の種類、それらの分布面積の比率、 

それらの分布形状、それらの各局地環境との相関性、その他の類似 

性を指標として区分する。

区分の結果 この地域では現地調査の成果に建つこととした。

2)各地区の特徴

前述のような目的、方法ならびに根拠によって調査地域を区分した 

結果、Fig. 5に示すよう左4地区を画定することができた。これ 

ら4地区の特徴の概要をTab. 3 に示す。

各地区内は、区分の指標に使用した自然条件の種類(因子)とその 

程度(因子強度)に関してはほぼ均質であるといえよう。たヾしTab. 

3にもカッコ書きしてあるように、同一地区内にも多少異質な小地区 

を含むことがある。例えば結晶片岩山地地区においても宝登山の地形 

が特異であることは景観的にも把握できるし、すた同地区内に土壤母 

材としてはかなり特異性を持った蛇紋岩が小面積含まれていたりする。

このような異質な小地区の取り极いに関しては今後の研究課題とし、 

さし当っては独立の地区としないで耍注意地区’として調査に当ること 

とした。
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Fig 5調査地域位置図およぴ地区区分図
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Tab. 3 地 区 の 特 徵

-2 5 〜26-

1地区名
中生層・古生層山地 結晶片岩山地 三紀層丘陵地 中生層亜高山地

(特殊小地区) 餘 甲 山) (宝 登 ！11) (西 部)

海抜高

..... ■■■■!..... "■"

200—1600 2 〇 〇〜9 〇 〇 2 0 0 — 7 〇 〇 1600 — 2000

微 気 候

秩父古生層•中生層

粘板岩・砂岩•輝緑凝灰岩(石灰岩)

山 地

5 0 0 ( 5 6 0)

1 6 (21)

3C 〜40 (35 〜40)

樹 板 状

(孤立)

基岩風化物・火山拋出物

指森林土•黒色土壤・弱ポドル化土壤

ス ギ・ヒノキ

(風みち)

長系結晶片岩

黒色〜緑色片岩類

山 地

3 0 0 ( 2 0 0)

2 2 (25)

3 〇〜35 (3〇)

樹枝状・深(放射状・浅)

(孤立)

基岩風化物・火山拋出物

色森林土 •黒色森林土

ヒノキ・スギ・藩広

神奈川流域は開析大

(多 雨)

中 新 統

砂岩・シルト岩・ 岩

丘陵•台地

1 2 〇 (270)

2 3 (32)

平坦一2 〇 (30)

羽毛状«浅 (樹枝状)

(山地地形)

基・段丘粘土 (基)

色森林土

落広•アカマツ•畑 (スギ•ヒノキ)

!

中生層 

粘•砂

山 地

4 5 0

1 5

3 5 

樹枝状

基・火 

ポドゾイル化土壊

原生林

地 質

岩 種

地

形

大地形

起伏量

谷密度

傾 斜

水 系

その他

土壊母材

め 壌 群

土地利用

備・ 考•

_______________



3)調査区の設定

前述の各地区にむ 

いて、梢在のため更 

に各地区を最も大表し 

かつ比較的スギ造林 

地の多い小団地を選 

んで調査区とした。 

その概要をTab. 4に 

示す。
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6) 土壊の性質および分布

1)中生層・古生層山地地区の土颂

土壊型別分布模様と規模

中生層地域と古生層地域とでは、地形がかなり異り、そのために土

壤型の出現標式、規模はか左り違った様相を呈する。

中生層地域は、単純な長大斜面の、中、下部から小尾根の派生した、 

いわゆる壮年期地形であるために、土壊型の出現様式は、比較的単純 

である。長大斜面の大部分は品型土壊が分布し、派生した小尾根、斜 

面の微凸部に、乾性の土壤(珏、^D(d)型土壊)が出現する。なお、 

3l林班(入山)と3 2林班(井度沢)とでは、5 2林班の方が派生 

尾根が長大で、31林班よりは、乾性の土壤の出現面積の割合が、大 

となっている。出現模様も3 2林班の方が細長く出現する。沢沿いに 

は•Be型土壤が出現するが、31林班ともに、沢頭の部分に岩石地、 

Im型土壊が小面積ではあるが出現する。3 2林班の方が沢の長さが 

長く、Be型土壤の出現模様も、したがって、より細長い。長大斜面 

の上部緩傾斜地には、B1D型土壤が出現し、引林班の場合には、かな 

りの面積割合と左る。

古生層地域は、中生層地域にくらべると、地形の解析がやや進んで 

おり、乾性土壤(Bを型土壤)、湿性土壤(3丘型土壊)の分布割合が 

が大で、特に大血川の場合、Bb型〜BD(d)型土壤の占める割合がか 

なり大きいc分布模様は、主尾根から多くの小尾根の派生している、 

地形の特徴を反映して、中生層地域よりも複雑な分布様式を呈する。 

古生層地域に於ても岩石地崩壊地がかなりみられ、岩石地は沢沿いに 

細長い帯状、崩険は派瞰に袋吠にみられる。(各種土壤の分布はFig 6〜9参照)

-28—

Fig 6中生眉(1)
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Fig 7 中生眉(2)

東大秩父演習林土壊図(井度沢)
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各種土壊の性状およぴ分布

Br型土壇：尾根筋あるいは尾根筋に近い微凸斜面に出現する。下 

眉あるいは！?H層が4〜6 m程度存在し、A層の厚さは1〇〜12cn 

で、R層との境界は明〜判。構造はA眉に粒状梅造、細粒状構造、団 

•粒状構造が認められ、B層にも粒状構造、細粒状構造がはっきり認め 

られる。またB層には微細な堅果状構造が認められる場合もある。堅 

密度はA屑で鬆〜軟、E屑で軟。石 はほとんど認められないことが 

多い。土色はA層で色相5 YR〜7.5 YR ,明度2、彩度2〜3、R層 

では色相5YR〜7.5 YR ,明度’彩度3 ～4。林床の植生は、チチブ 

ドウダン、リョウブ、バイカツツジ、アセビ、イワガラミ等が優占す 

る。B R型土壤の代表的な断面をFig1〇に例示する。

B D (d)型土壊:広尾根、山腹の微凸部にみられるが、山腹の南面 

微凹部にも出現している。この土搦は残積性のものが多く、中生層地 

域の、長大な斜面から派生した小尾根の残積土は大部分この型に属す 

る。Ao層(L層)が約5 mあり、A層の厚さは1〇〜2 〇颌、A層 

とE層の境界は判あるいは漸、A層の構造は微細な堅果状構造、粒状 

構造、団粒状構造が認められ、A層下部からB層にかけて、粒状ある 

いは微細な堅果状構造の認められる場合もある。堅密度はA層が彩〜 

軟。石 はかなり多く含まれる場合もあり、ほとんど認められない場 

合もある。土色はA層で色相？. 5 YR〜1〇 YR、彩度3»明度2〜3。 

B層で色相7. 5 YR〜1〇 YR、彩度3〜4、明度5〜4。中生層地帯 

ではこの型の土壤のB層の土色が彩度6、明度4となっている。林床 

植生はアブラチャン、ムラサキシキブ、チゴユリ、アカソ、スズタケ 

等が優占する。代表的な型土壤をFig1〇に例示する。
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Bd型土壇：調盎地域内の斜面の中腹部に、一般的に出現する土壊 

で、大部分が 行土であるが、崩積土も多少認められる.A 〇眉はほ 

とんど発達して治らず、A層は薄いもの(18 cm)から厚いもの(64 

cm)までか左りの巾があるが、礫ね3 〇〜5 0mである。E屑との境 

界は漸変している。A層には団粒状構造の明験に認められるものが多 

く、A層下部に塊状構造の認められる場合がある。堅密度はA層で 

〜軟、E層で軟〜やゝ堅である〇 土色はA層で色相5YR〜1OYR 

彩度1〜3、明度2、B層で色相7. 5 Y R〜I。 Y R、彩度3〜4、 

明度3〜4である。林床植生はヤブムラサキ、ムラサキシキブ、イワ 

ガラミ、アカソ、サワアジサイ等が優占する。Fig!〇参照

be (Bd㈣)型土壤：この土壊は斜面中腹部、下部の凹形斜面、 

あるいは沢沿いに出現する。ほとんど大部分が崩積土である。A層の 

厚さは多くの場合4〇〜8 0 mで、団粒状構造が深くまでよく発達し 

ている。堅密度はA層で 〜頗 ,B層で軟、たヾし中生面地域の場 

合、古生層地帯のものに比べてやや堅い傾向がある。石 は砚ね多く 

含;まれ、中生層地帯では特に石 の含量が多い。土色はA層で7. 5 

YR 2/2、B層で7.5YR〜1OYR、明度、彩度3〜4。林床植生はア 

ブラチャン、タマアジサイ、サワアジサイ、アカソ等が優占する。

以上が中、古生層地域に分布する主要な土壤型であるが、この他に 

B1D型土壌、pDDI型土壤が出現する。bid型土壊は中生層地域の 

長大な斜面の上部緩傾斜地に分布しており、海抜高が高い(12 0 0 

m)ために、この地方ではスギの植栽限界をこえていると考えられ、 

主としてサワラ、ヒノキの造林地となっている。PDffl型土壌は、古 

生層地域の高海抜(10 0 0 m前後)のヤセ尾根に、ごく表畛布する。
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土壊の理化学的性質の特徴

1.分理的性質

a 三相組成：土壤型別に三相組成を比較してみたものがFig11,

12である。これでみると、各土壊型ともか左りのバラツキがあっ 

て はっきりした傾向はつかみにくいが、乾性の土壊(Br型)で 

’ は液相の比較的少いものが認められる。母材別にみたものが、Fig 

13であるが、中古生層地域の土壤にくらべて、火山灰土を多く含 

む土瓊の固相が、極端に少くなっていることカ:、図からわかる。

b P F曲線と素焼板による孔隙解析:全般的に、標式的左pF曲線 

をえがかぬものが多いが、土壊型による差異、構造による差異は、 

大まかにつかむことができる。古生層地域と中生層地域とでは、ー 

般的にいって、中生層地域の方がつまり型の土麋が多いという前述. 

の傾向は、P戸曲線の形状からもいえる。代表的な廟面の土壤をえ 

らんでp F曲線を図示したものがFig14である。

孔隙解析の結果では、全孔隙量は一般的に6 〇〜8 0 %で、石 

含量の多いB E ～ Bd型土圾では、5 〇 %台のものもあり、火山灰 

を含む土壊は、例外なく、孔隙量が8 0 %前後となっている。

°透水速度:透水速度！〇 〇兴/皿让以上、1〇 〇 cc/min〜3 occ/ 

min、 soccZmin以下の三段階にわけて考えてみる。soccZmin 

以下のものはほとんどみられず、ー丼に透水性良好である。またa 

層で透水速度が3〇〜1〇 occ/minのものも、一部にみられるにすぎ、 

ず、下層に不透水層のある土壤も認められない。たヾ、中生層地域 

の土壌の場合、ほとんど例外なく、A層下部からB層にかけての透 

水速度が3〇〜10 occ/minとなっており、下層ではやや透水性がわ

—36—
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るく左る働句にあるといえるが、これとても、上木の成長を阻害するほどの 

ものではない。

2.化学的性質：Bd型土撥にH2 O-pHが6前後と比較的pH値の高 

いものが多い。これ等の土顷はしたかって、7 Iの値が小さく (1以 

下のものが多い)、咬たEx Caの覺が多く、塩基飽和度もか左り 

大き左値を示す。このような土壊では、麟ねスギの成長が良好で、地 

位指数2 2〜2 4であるが、prof101のような例(地位指数16) 

もある。この断面の地点は、海抜高1〇 0. 〇 mで、かなり高海抜であ 

るということも条件の一つとして考え左ければなら左いと思われる。

燐酸吸収係数をみるに、A】層で2 D 0Qをこえる土壊は、火山灰 

土壊を多く含むということは、鉱物鑑定の結果がうらがきしているが、 

燐酸吸収係数が高いからといって、必ずしもスギの成長が極端にわる 

くなるもので左いようである。

中古生層地区の土損は、化学的性質からみても、正常左性状のもの 

が大部分であるが、特に、特異左ものを挙げると、prof 201、 

prof. 2 08がある。prof . 201 はBd型土壌で、A！層のEx、 

C&が ！.〇 3 meと極端に少く、塩基飽和度も3.21という、この 

地域の土壊では劣悪左部類に入るにもかかわらず、地位指数は2 4と 

なっている。またprof 2 08 はA層と層のC、Nの含有率が逆 

転しており、またC/N比がかなり高い。しカ、しEx、C&の量1はA層 

19.46 me、 層4.4 5 me、であり、p耳 も正常左値を示して 

いる。prof 208の地点の堆積の相様が複雑で、二方向からの異質 

な崩積土が複雑に堆積したものと考えられるが、はっきりと断定的な 

結論はくだせない。
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2)洁晶片岩山地地区の土擬

I 調査地の砚況

変成岩地帯では宝登山と定 の2地域を対象地としたが、両地域 

では、土壊の分布や地修などの生成環境にかなりのちがいがみられ 

た。

1.宝登山団地

調査地域は標高2 2 0 — 4 9 7 mの間で、宝登山の東偏〜北偏 

斜面である。

宝登山は秩父盆地の東北端、荒川の変曲点に位置する独立 で 

地史的な要素の影響をかなり受けたものと思われる。

比較的緩傾斜で凸形斜面がおおく、南〜東斜面は相当風の影礬 

もあるようだ。

この団地は頂上を中心とした放射状の谷がおむく、かつ若い谷 

のため、まだ侵蝕があ理り進んでい左い。咬た、山腹中上部に平 

垣面の残存がみられる。

しかし、方位によって地形がことなり、東偏斜面は傾斜が1〇 

〜2 〇 °であるが、北偏斜面は現在の谷による解析もやや大きく 

傾斜も1〇〜3 5 °と急になっている。

当団地の地質は長 系変成岩の緑泥片岩、絹雲母片岩、石墨片 

岩左どであるが、山頂緩斜面は3 ～ 4 mの厚さで火山灰に覆われ 

ており、山腹斜面の土壌にも火山灰が比較的おおく含喳れ、見掛 

けは変成岩の風化した土嬢とみられるものでも細砂でみると、火 

山拋出物を2 0—50 %含んでいることがおおい。

粘土鉱物としては、クロライトをおおく含んでいるのが特徴で
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クロライト立地といえよう。をお火山灰を母材とする土おはアロフ

フェン、ギブサイトがむお、く、山頂のものではハロイサイトもみとめら 

とめられる。

2.定暮団地

調査地域は標高2 5 〇〜6 7 〇 mo間の、定 川に而した、東

から西にのぴた山簇の北偏斜而である。

定峯は秩父盆地の東端に位置する山系のうちぶところにあり、

宝登山とは異った地形を呈している。谷は定 川にはいる平衡谷 

がおおく、現在の谷による解析が大きく、山腹斜面は宝登山にく 

らべ急で、凹形斜面がおおい。山頂や、山腹には数段の平坦面が 

残存しているが、山腹では谷の解析が大きいため、明確な段はは 

っきり認められ左い。

当団地も宝登山と同様、長袴系の変成岩地帯に属するが、ここ

では幅2 〇 m内外で蛇紋岩の岩脈がはいっている。

山頂近くの緩斜面には火山灰が母材となった土壊がみられるが、 

調査地域内では谷の解析が大きかったため、余り分布しておらず 

山腹斜面においては、宝登山と異り、火山灰の影柳はほとんどみ 

られ左い。

なお両団地を通じ、山腹斜面に小さな崩壊地のおおいのが目立

つ。

粘土鉱物ではカオリナイト、バーミキュライトがみら汉 火山 

灰を母材とした土では宝登山と異りハロイサイトがみられなかっ 

たC

—4 4一

H 土壤の分布状況

両団地にお、ける土®の分布状況は次のごとくである。

、、土撰型 口, ロ ・〇
、、 E A B e HD(d) Bd Be

団
B 1 D

宝登山 12 5 2 51 3 2

定峯 ナ 3 0 6 5 7 ナ

宝登山で認められたのはRc、Rd、BE、BlD型土房で、各土壤型の 

分布割合をみると、乾燥型のものがおおく 4割強をしめている。逆に 

湿性のB E型は3 %で少ない。

定で分布のみとめられたのはE A、B D(d)、Ed、Be、 ElD型

土壊で、Rd型土壤が6割強をしめ、宝登山よりもおおく、 

なが基調となっていることが伺える。

適潤性土

Be型も宝登山よりはるかにおおい。咬た、宝登山でBeが一割以上 

をしめていたが、定 では殆んどみとめられなかった。これらのこと

1.宝登山団地

から、宝登山の方が定 よりも乾燥した土壊がおおく、定 

ると土攘の分布にかなりのちがいがあることが伺える

とくらべ

各土壊型の分父状態は方位によってかなり異り、北向の傾斜が急 

で谷の深い地域では、Bd型も広く、Be型も谷ぞいと、中腹の凹 

型地形にみられ、B D(d)型は凸形斜面に分布しているが、束偏斜面 

ではBD(d)型の分布もひろく、山腹下部には Be型が分布している。
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Fig 1 5 宝登山土坡図
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Fig 1 6 定 *
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Be型は、分布がきわめて少く、東偏斜面の方が乾き気味にあるよ 

うだ。

また、この団地の特徴としては乾燥型Bp、Baがみられず、山 

頂には火山灰を母材とするr】d型が分布していることがあ’げられ 

***。 〇

2.定団地

分布の認められた6土凝型のうち、Ba型は定 川にのびた枚尾 

根の先端に近い、やせた尾根筋にわずか分布していた。

BD(d)型は大部分の尾根筋から凸形斜面にかけて分布していたが、 

分布の巾は宝登山よりもやや狭く、ことに主 線では山頂から斜面 

にかけての巾がせほい。Bd型は凹形斜面を主とする山腹中下部に 

みられた。

Be型は大部分の沢の沢沿いに、細い帯状に分布していたが、谷 

がしら近くでは広くなっていた。また、叫。型が山頂近くの緩斜 

而にわずかに分布していた。

D! 断面形態の特徴

変成岩地带では31カ所で土垣断面の調査をおこなったが、そのう 

ち訳はB C型が1点,B D(d)型のうち変成岩の風化した土攘は6点、 

火山灰を母材とした土顷が2点である。6。型は16点で変成岩の風 

化した土壊が主であるが、断面3 0 8は火山灰を3 5 %以上含んでい 

た。B回型は3点でそのうち间而5 0 3は火山灰を2 0 %内外含んで 

いた。

BID型は3力所で調咨したが、いずれも火山灰を母材とした土壌

である。
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崩禎のものを除き、土壤断面は堅密なものがおおく、E層とC層の 

はっきりしないことがしばしばみられる。

一般に、全土屑は概して浅く、ことにA陷の厚さはうすく、土壊型 

によるちがいがあまりない。表眉から下眉まで板状の中小 を極めて 

おおく含んでおり、未熟土のよう左感がある。また、母材の影翎が土 

色に大きくひびいている。

水湿状態は灰がおおいことも作用してか、ほとんど潤で断面による 

差がすくない。

火山 を母材とした土壊はA層が深く、しかも黒味を帯びており、

色のE層に推移する。断面には層位によらずほとんど がみられず 

土が密につまっている。土性はLoam質で変成岩が土壊化したもの 

より砂質である。

土壤型ごとに特徴をみると、

Be型：大部分がアカマツの混った広葉樹林になっている。へ。層 

は特別な発達なく、A屠は色が淡く(10YR 4/6)、厚さもうす 

く (15〜2 〇 cmt R層の要素が多分にみられ、受食型のように思わ 

れる〇・

A層からB層への推移状態は明確であるが、土色は眉位によるちが 

いがすくない。はきわめてお会く、下層になるに従って大きくなる。 

土性は0Lで、堅果状構造が発達し、ことに表層で著しい。下層でも 

やや乾き気味である。

B D(d)型：A演とE眉の境は漸変しているものおおく (判〜潮)ゝ 

A眉は灰色を帯びた暗色(範囲:5〜10YR、明度2〜4、彩度 

2～4)で、色(7. 5〜10YR、明度4〜5、彩度3〜6)のE

—5 〇 —

屑に移る。 は表届でも課しておち、く(1〜3)、 質壤土(L〜C)

で、E屑は堅のものがお若い(やや堅〜頗る堅)c

A屑には大体粒状搆造がみられるが、やや深くなると塊状牌造にな 

る。B居では杈造がはっきりしない。各断面とも幾分乾き気味である。

火山灰を母材とした土壇は、A眉が黒 色で変成岩を母材としたも 

のよりも黒く、E層では明るい。土性はd oam質である。

BD型： 行〜崩•積土がおむく、A屑は崩積吐では深いが 行土で 

は平均2 7 cm (12—4 2 cm)である.土の色は、A層はB D (d)より 

黒も、暗〜黒色(5〜10 YR、明度2〜4、彩度2〜4)で、灰 

黄 色(2.5 Y、7. 5〜10YR、明度3〜5、彩度2〜6)のB層に漸 

変する。陷位によらず石 がおおく (1〜3)、土性はA潛がCL〜 

Cで、B属はPがおおい。

表層から堅密なことがおおい。構造は、A層・上部は団粒構造ゐ発達 

しているが、A屬下部からR届上部.にかけては塊状構造がみられる。

Be型:ほとんどが崩積土壤で、A層とB層の境はきわめて不鮮明 

であるc石 は表屑から2〜3で頗るおおく、土性はL〜CでCLが 

おおく、A層上部には軟かいものもあるが、码して表層から堅密であ 

る。土の色は表備から下屉まであまり差がなく、灰色をおびた暗 色 

(A屑：10 Y R、明度3〜4、彩度2〜4、B層：!〇 Y R 4/1) 

を呈する。

変成岩地帯、こと終宝登山団地では標式的なBeはみられず、やや 

未熟で石 が頗るおおく、表屑が浅い。

F丄D和：主として宝登山頂上の緩斜而にみられる。火山灰を母材 

とする土濒はA眉が深く、しかも下層の方が黒い(7.5YR1/1)〇
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B眉との境は判然としており、黒色のA屑から明色(7.5YR5/6) 

のE屑に移る。屑位によらず土性はC Lで、表層から5伽内外は団粒 

構造が発達しているが、下層はかべ状になっている。

堅密度は、表眉のみ で、他は堅である。

石 はA層上部からB層に及ぶまで殆んど認められない。(Fig 

17参照)

N 土壌の理化学性からみた特徴

1.理学性

母材別の三相組成をみるとFig18,19のようになる。

一 Fig18,19±壊の三相組成一

一 5 4—

Fig19 土壌Q三相組成

～±裝型別ー
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火山灰を母材とする土は通常みられるように固相が甚だすくをく、. 

層位によらず2 〇%あまりである。これにくらべ変成岩の風化した土 

壤及び、火山灰が細砂で2 5 %内外混っている土ではA眉で3 5%、 

B層では4 〇 %以上で両者の間にはあまり差がなく、火山灰とのひら 

きが大きい。液相は逆に火山灰が特にお若く、ほかの2者では大差な 

い。

宝登山と定 では地域による差は、A、B盾ともにはっきりせず» 

土壊型によるちがいもあまり•みられないが、Be型では固相の占める 

割合が大きい。

土性:E層の土性でも変成岩と火山灰の混ったものでは差がなく c L 

から0Cの間であったが、火山灰はS G Lで砂質だった。前2者は回 

収率も高く 9 〇 %以上で、 土性は断面によるちがいが余りなかったが、 

火山灰では回収率が悪く、断面により土性がかなり違っている。

(Fig 2 〇粒径組成図参照)

透水置：火山灰を母材としたところは、構造の発達している表層を 

除くと催して変成岩より小さい。変成岩のところは断面や層位にょっ 

てかなり異り、土壌型によるちがいなどはっきりしない。ただし、B 〇 

では孔隙もすくなく透水量も小さい。

P P曲線：火山灰の土壊は比較的傾斜が緩く _般にいわれるように, 

俣水力咼く、変成岩を母材とする土壤では土壊型の種類を問わず、表 

層、下層とも曲,線の傾斜が急で透水性の丘いものがお歩い。次に代表 

的な土壤断面のpF曲練図を示す。

(FM 21 参照)

—5 6—
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2.化学性

pH ( H2 〇 )： 表屑は5.〇〜6.6で所而によりかなり異り、母材 

によるちがいは明かでないが、乾燥型のものにくらべ,湿潤型の方 

が概して高かった。なお、火山灰を母材とする土 i殻では宝登山の方 

が定 より高かった。下眉では変成岩の風化した土より、火山灰を 

母材とする土の方がpH価が高い,頃向がみえる。

pH (KCの：pH ( H2 0 )とほぼ同じような傾向がみられた 

が、下居では母材によるちがいが比較的明驗に認められた。

Y】:表眉のY】は0. 2〜14. 7の間にあるが、眺して湿潤型の 

方が乾燥型より小さい。同じ火山:灰を母材とする王成でも、地域 

によってかなり異り、定 で大きく、宝登山では小さい。下層では、 

火山灰の土壌は、地域、土掘型によらず1.0以下であり、変成岩の 

土撥より相当小さい。

C :表層の含有率は1.5〜14.2%で、そのうち変成岩を母材とす 

るものは6. 5 %以下であり、森林土壌としては憐してすくない。

火山灰を母材とするものは 9 %以上で、侍BlD 型は11% 

以上を示し、母材や土壊型の特徴をよくあらわしている。なお、Be 

型の断面315は表層でも1.5 %とすくなく、受食の名残りをとど 

めている。

N ：これもCと同様、表層では火山灰を母材とする土壤の方が含 

有率大きく、ことにB1dが大きい。

Ca :資料も少ないので十分な検討をでき左いが、表層では乾・燥 

型の方が湿潤型より少ない傾向がみられる。

Mg :各断而を通じ、表眉、下層による差が比較的すくない。所 

—6〇ー

面315, 5 〇 7, 3 0 8がほかの断面にくらべことに大きく 2. 5 (me) 

である。所面3 0 3も上記3荀面よりはすくないが、残りの斯而の中 

ではMgがおむい、宝登山の変成岩を母材とする土坞は定 にくらべ 

Mg含有景のおおい。

C E C ；1甬面によるちがいがか左りあるが、全屈を通じ火山灰母 

材の土頃の方が大きく、ことに表局で明瞭である。

Ca/CEC ：表層では湿潤型の方が乾燥型より飽和度が高い、また、 

断面5 2 7を除き、深さによらず変成岩を母材とする土股の方が火 

山灰を母材とするものより高いことが認められた。

Mg/CEC : Mg含有:h!と同様、各断面を逋じ表后と下屈による差 

がすくない。飽和度は全届を通じ変成岩を母材とするものの方が火 

山灰より大きく、宝登山の方が定 より大きい。

C&+MレCEC :土の深さによらず、火山灰より変成岩土壊の方が大 

きく、また表層では一般にいわれるように、湿潤型の方が乾燥型よ 

り高いが、下層では差が認められ在い。

燐酸吸収係数:母材によるちがいが著しく、火山灰を母材とする

土壊は1970(188 〇〜2 06 〇)で、変成岩の6 6 0(64〇〜68 0) 

にくらべはるかに大きく、母材の特徴がよくあらわれている。

また、断面5 0 8は火山灰が一次鉱物の3 5 %以上をしめている 

が、燐酸吸収係数は1〇 〇 〇〜1！〇 〇で火山灰の影尋があまり強い 

とは思われをい。:而面3 0 3と315も火山灰を2 0 %内外含ん で 

いたが、他の理化学性と同標燐酸吸収係数でも変成岩を母材とした 

土壌との差は認められなかった。
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V 土壌と植生及ぴ林況

各地点の林況をみると土象面面を調秃した31カ所のうち、Be型 

はアカマツ林、Bd(う型はスギ林が5ヶ所、ヒノキ林3ヶ所、Bd型 

ではスギ林15ヶ所、ヒノキ林〔ヶ所、B丹型ではスギ林のみ3ヶ所、 

BlD型はヒノキ林のみ3ヶ所である。

1.スギの生育状況

スギの生育と土堀型との関係をみると下のこ.とくである。

宝 登 山 定
*

秘 生^^:の^® 平均 点数 生^^:の離 平均 両嶼の平均

BD(d) 3 1 4 〜1 8 1 7 2 14へレ18 1 6 1 6

BD(.) 4 1 8 〜22 2〇 4 18へ-20 1 9
2 〇

Bd(崩 2 1 8 〜22 20 6 18へレ24 22

Be( 1 21 2.1 2 22へ～ 24 23 2 2

スギの生育は土壊型によって異なり、BD(d)は悪く Beは生長が良 

かった。また宝登山と定 をくらべると、B d (d)ではあまり差がない 

がB d » Be型土壊では定 の方がややよいようだ。

スギの生育状況と土壊の性質とは関係が深く、一般によく育つところは 

ろはA層も深い傾向にあるが、変成岩のところでは、スギの生育を生 

長指数が2 2 m以上のところ、18〜22m、18m以下の3階級に 

分けてみると、生長のよい所はBd〜Be型の崩積土壌で、中膚の所ー 

はEDの 行土が主であり、生長の悪い所はB D (d)の殯積土である。

ところがA局の深さは良好地：2 8皿、中庸地:2 9 cm、不臭地；2 5 

伽で、土頒型や堆積様式によらず余り差がみられ左い。

変成岩の土坞斯面をみろと、表眉から下厨烹で連続的に が多く、

-6 2-

c尾?になっても、風化しつつちる で、水の通り易い状態に左って 

いる。このようなことから変成岩では下屑になっても、林木の生育 

にかなり機能的な役割を果しているものと推察される。

2.ヒノキの生育状況

ヒノキはスギにやらベ»更に調査点数がすくなく、結論はだした

いが、土壤型別にみると次のようである。 -

土壇型 点数 樹高の範囲 平均

Bd @) 2 1 0.5 〜11.9 11.2

Bd 1 1 42 1 4. 2

Bid陶 2 1 3.〇〜1 4.7 1 3. 9

Bn D働 1 1 7. 7

ヒノキは林令3 8 -7 411年あ:ので、 そのまま比較すると、Bd(O

ね余りよ くなく、 BdとB1D阈 とは殆んど差が左く中間で、

BlD俯)はやや良いようだ。このうち、BD(d)で1点、B1Dは

5点とも火山灰を母材とする土壊であるが、母材の影湧は明確で左 

い。

5.林床の植生

土壊型と植生との関係をみると、B c型はアカマツ天然林でクヌ 

ギ、ヤマザクラ、エゴノキ、アオダモ、リュウノヒゲなどが多く、 

BD(d)ではコナラ、ヤマザクラ、 エゴノキ、ヤマウルシ、ガマズミ、 

タカネソウ左どのやや乾性の植物が若時くみられる。BDで多くみ 

られるのはハナイカダ、サンショウ、アブラチャン、タマアジサイ、 

チヂミザサ、ヤブマオ、サンカクヅルゝイヌワラピ、オオバ ノイノ 

モトソウなどで、B Eでみられるハナイカダ、クサギ,アブラテヤ

ーん5 -



>»キイチゴ、メグラ、ヤブラン、ヤブマオ、ノブキ、イヌショウマ 

マなどと同様湿性?11の植物が多い。E！ではキイチゴの多いのが標 

式的であった。次に主な新面の植生一覧表をのせる。

(tab. 5 参照)
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tab. 5 代表的土！

Be (3 0 5) B d Q) B D
高 木 ア:•マッ 5 スギ 5 スギスギ

ヒノキ 4
従高木 クヌギ 3

ヤマザク ラ 2
エゴノキ 2
コナラ 1
ヤマハン ノキ 1

2
低 木 アオダモ 2 コアジサイ 3 タマアジサイ

ガマズミ 1 コゴメワッギ 2 クサギ
コナラ 1 ヤマツツジ 1 ヤマクワ
ツノハシ バミ 1 ヤマウルシ 1 ニワトコ
オトコヨ ウゾ・メ 1 サンシ习ウ 1 メダラ
ヤマウルシ 1 ガマ・スミ 1 キブシ
ムラサキシキブ 1 ミヤマガマ・スミ 1 フサザクラ
ウリカエデ + ツクバネワツギ 1 コゴメウツギ
アセビ + コナラ 1 ムラサキシキブ
チョウジザクラ + ヤマコウバシ 1 キイチゴ
ヤマザク ラ + キブシ +
メギ + ダンコワバイ +
ヤマッツ ジ + アブラチャン +
クり +
ニシキギ +
スノキ +
クロモジ +

草 本 ススキ 2 タケシマラン 4 ヤブマオリュウノヒゲ 2 キヌタソウ 1 タケシマラン
ヤブコウジ 1 ジュズ・スゲ 1 呀オバ.ノイノモト:
ヤブマメ 1 ヮラビ + ヤマシロギク
ヒカグスグ 1 サクライカグマ + モミヂガサ
ヨメナ + カシワバ"、グマ + クマワラピ
ヤブラン + ヤブラン + オニドコロ
オケラ + イヌワラビ
オカトラノオ + トリアシショウマ
ヤマアザミ + ヒメワラピ

ャブタバコ 
イノコヅチ 
オカトラノオ 
ヒキオコシ 
サヮヒヨドリ 
ヤマユリ 
ノダケ 
ヤブマメ

商面の植生

B E
5 スギ

Bid

5 ヒノキ 5

3 フジ 3 キイチゴ 5
2 タマアジサイ 2 ムラサキシキブ 2
1 クサギ 1 ヤマウルシ 1
+ ニワトコ + イボタ 1
+ サンショウ + ヤマワダイスカダラ +
+ アブラチャン + ニワトコ +
+ ヤマアジ^イ + タカオモミギ +
+ キブシ +

+ ガマ・ズミ +
+ ウツギ +

ヤブデマリ +
ハナイカダ +
コナラ +
ケヤキ +
ダンコワバイ +
ノリウツギ +
ヤマ•trクラ +

3 クマワラビ 2 タチツボスミレ [
3 アケボノスミレ 2 シラネセンキュウ 1

ウ 2 ヤブマオ 1 スイカズラ 1
1 イヌワラピ 1 ヤワシロギク +
1 アマチャ、ゾル 1 フクワウソウ +
1 トコロ 1 ノブドウ +
1 シケシグ 1 ミツパアケビ +
1 チヂミザサ 1
1 カンスゲ +
1 ワラビ +
+ シロコウモンジシダ +
+ イカリソウ +
+ シラネセンキュウ +
+
+

イノコヅチ +

+

+
+ ～6 5 〜6 6—



3)三紀層丘陵地区の土壌 .•

a )三紀層丘陵地区の概況

調査地区で最も低海抜にあるため、•他の地区より暖い。

常緑カシ類に富み、年平均気温:12.4 •、暖さの指数98.3°、 

寒さの指数ー10.1°で、暖带林の上部に位置する。特に 

盆地北側山部の南向き斜面は暖かく、ビワ、ミカンを 

どの庭木が充分生育している。山地地区に比し雨呈は少 

いが、盆地西縁の山地に接する部分(両神村•荒川村) 

、は比較的雨が多いといわれている。

盆地底部を構成する三紀層は大部分が中新統であり、 

南端および東端において断層で山地と接しているが、盆 

地の北縁および西縁には盆地内の三紀層のベースになる 

漸新統が僅かあって山地と不斉合に、また一部は断層に 

よって接している" 西縁部では走向N—Sで東に向って 

強く傾斜(約6〇.)し、北縁では走向E-Wで南にゆる 

く(約25c)傾いているが、全般に走向南西一東北のゆる 

い弧を描いて南東に向ってゆるく傾きつつ次第に新しい 

層に移っている。

地表の傾斜は西に高く東に向ってゆるやかに低くなっ 

ており、河川も殆ど東流～東北流しているが、中には断 

層や走向に平行して北流または南流するものもある。

盆地内の大部分は、盆地原面の開析によって形成され 

た丘陵が発達し、全般に起伏量が小さくて、斜面は短か 

く緩傾斜をなし、ほぼ同高度の 線が連続しており、俗
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に「長尾根」と呼ばれている。しかし西部、特に観音山 

や大指附近の丘陵は海抜高が高く、斜面長、起伏旦、傾 

斜ともに山地のそれにおよばをいまでも中～東部のそれ 

よりはるかに大で、盆地内ではいささか異質な性格を具 

えている。また中〜東部の丘陵を構成する小地形面は、 

凸型の緩斜面や急斜面が多いのに対し、西部では凹型急 

斜面の発達が著しい。特に大指附近における小地形面の 

発達配列の状態や景観は早壮年期山地のそれに近いが、 

これは、地層の傾斜が急であること、受盤面であること、 

および荒川本流に至近の位置にあるため営力が強いこと 

などから開析が進んだものと思われる。

荒川および赤平川沿いには低位段丘が発達しており、 

中〜束部にはかなり開析された高位段丘が残っている。 

高位段丘は最高位のものから、尾田蒔、中蒔田、羊山の 

3面に区分されているが、土壌每材となった最表層物質 

はいずれも洪積粘土である。

低位段丘は原型がきれいに保たれている求、高位のも 

のは3者ともかをり開析が進み、谷に刻まれて分岐が多 

く、中には周囲が削りとられて丘陵化し、岛状に分布す 

るものもあって、全般に西南から東北方向へ带状に連っ 

ている。段丘 は侵蝕によって特徵の薄れたものもあり、

下には崩積土が発達している。

低位段丘は水田、畑地、市街地などに、また高位段丘 

や中～東部の丘陵は畑地のほかアカマツ林や薪炭林とし

—6 8— 

て利用されており、スギやヒノキの造林地は僅少である 

が、西部の丘陵は殆ど林地となっていてスギやヒノキの 

造林地も多い。

この地区、特に中～束部は社会経済的条件の変動によ 

って開墾と放棄(林地)が激しく繰り返されており、し 

ばしば林内に耕の跡を残している,

b )調査地区の細分と調査団地の設定

前項で概説したように、狭い盆地内も自然条件や土地 

利用履歴など土地の性格のこまかいちがいによって、少 

くとも東西2つの小地区に細分して取り扱った方が調査 

研究上便利である。そのため現地調査に当っては次の2 

つの団地を選んで調査地とした。

大指団地(三紀層山地)三紀層丘陸のうち開析の進ん 

だ盆地西部の代表として符にその性格が明瞭でスギ林の 

多い部分を選んだ。便宜上、三紀層山地と呼ぶ。しかし 

この団地のよう ・な性状を持つ部分は盆地内ではむしろ特 

異で、その分布面彼も僅少である。中新統のシルト岩、 

砂岩、礫岩などから・なり、地層の傾斜は強く、受盤面に 

あたっている。

蒔田団地(高位段丘•三紀層丘陵地)盆地の中～東部 

を特徵づける三紀層丘陵と洪積台地からをる地区の代表 

として選んだ。耕地を広く含みスギ林が殆どないため、 

丘陵と3面の高位段丘の主としてアカマツ林の土壌をし 

らベ、低位段丘は調査の対象としなかった。そのため羊
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山一小鹿坂一上原を結ぶ踏査線に浴って調査し、団地と 

しての土壌図の作成は省略した。

〇)大指団地(三紀層山地)の土壌

i ) 土壊の種類と分布

この団地に分布する土壌の種類とその分布状態は、

Fa"b. 6とFig.2 2に示すように、中新統岩石由来の 

色森林土と、低位段丘における畑地の土壊で、ポト 

ゾル化土壌や黒色土壌は全く分布していない。

Tab . 6 大指団地(三紀層山地)における

各種土壌の分布率と各種小地形の分布率
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Fig • 2 3とTab - 6はこの団地に発達する小地形面の 

種類とその分布割合を示すものであり、各通土壤の小 

地形面に対する関云の祇要が面積的に読み取れる。

B-) 土壌の性質

この団地の 色森林土の形態をFig • 3に、また理化 

学性を一為表に示し、その特徴の概要を列記する。

① 風化した層は一般に深い。

② 土色は一般に黄色味の多い色(lOYRが多く

7.5 YR は少ない)で、彩度、明度ともに3〜4即 

後が多い。

③ A。層の発達することは少なく、乾性の土壌でも 

かろうじてレンズ状のH層を認める程度である。

④ Bd型やBE型でもA2層の発則することは少なく、 

A層の次にA - B層(層厚20~4 0cm)を置いてB層に 

漸変することが多い。

⑤ 礫は全般に少<ないが、崩穢土には風化の進んだ細 

角礫に富むものもある。礫岩由来のものは礫岩の円 

礫に富む。

⑥ 土性と母材(岩種)の関係は明啜ではないが、シ 

ルト岩由来のものはcに(崩積土ではやや粗粒質に) 

なり、砂岩や礫岩由来のものはL〜丄〇に(安定した 

残量土ではやや細粒質に)をる傾向がう欢がえる。

⑦ 各種構造が「強度」に発達することは少ない。

⑧ BE型でもBD0)型土壌でもA層は塩基に富み、
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PH pHも6台で丫丄も低い。これはスギ落葉の直接的影

管の結果と思われる。

⑨ 丫丄は晶招のBE型以外は一般に下層に行くに従っ 

て増大し、特にBd (d)型の下層の値は大きい。

⑩ CA最表眉は次層に比し極めて大きく、下層に行 

くに従って滅少するがMGは一定の傾向を持たない。

⑪全斂に塩基に富んでいてrHが高い。飽和度は 

BD0)型が!0%台であるが、Bd型やBE型では異 

常に高い値(CAとMgだけで100%を超過)を示す 

ものもある〇

⑥ CZNは全般に低い。

⑬ 燐酸吸収係数は約100 0以下である。

@ 三相組成は土壌型、堆積様式にかかわらず固相が 

かなり大き< 粗孔隙が比較的少ない。

⑮ 透水性はbe型崩積土が良く、Br (b)型残積土は悪 

い。

⑮ 一次鉱物の組成は、盆どの試料において、砂岩、 

シルト岩などの細粒が?0%以上を占め、石英が•これ 

に次ぎ、長石類、有色鉱物類はそれぞれ隋ほI1〇%以 

下である。いずれの試料にも火山ハリは認められる 

が、極めて少量であって、まず三紀層岩石に由来す 

る土壌といってよい。

⑰ 二次鉱物は、どの試料にもハロイサイトが優占し、 

僅かのバーミキュライトが主として表土に見られる

——7 4一



2 4. 大指団地(三紀層山地)の土蜜断面模式、図
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が、ギプサイトやアロへンは全く認められない。

(カオリナイトは丄例だけある)

d )蒔田団地(高位段丘•三紀層丘陵地)の土壌

i ) 土壊の種類と分布

この団地に分布する土壊は、段丘堆積物および中新 

統の砂岩やシルト岩をそれぞれ母材とする 色森林土 

である。

丘陵•地の土壊大部分がEr—B0 土壊とEr—BB(d)型 

土壌で、丘陵の中腹から丘頂に白け広く分布する。

BA型およびBB型土壌は極めて少ない。斜面下部や 

凹型急斜面には、いくらか腐植の多いBD型があるが、 

Be型の分布は稀である。丘陵間の谷底低地にはIm— 

BF型もしくはG型土壌が分布しているが,大部分は 

水田に利用されている。

また丘陵斜面に段丘礫が散在していることもあり、 

段丘堆積物の混入が容易に想像される場所もある。.

段丘面の土壊 どの段丘でも段丘面には洪積粘土を 

母材とした 質緻密なBI)型土壌が広く分布する。そ 

のほか段丘面にや、発達する微高地(マウンド状址) 

にはbd (d)型があるが、•より乾性のものは殆ど認めら 

れない。また微凹地(谷頭コルピユームや浅谷性の緩 

斜面)には腐植がやや多く、A層のやや深い偏湿性の 

BD型が認められるが、BF型の分布は僅少でG型は 

殆ど認められない。

—7 6-



段丘面周縁部の土壌 段丘 に沿って(いわ加る台 

地の肩に)BD(d)型土壌が細長く分布する。表面侵触 

のため一般にEr-Bl) (d)型となっており、中には粒状 

構造の発達した乾性のEr型土壌もある。いずれも分 

布面積は僅少である。この部分は段丘面中央部に比し、 

やや侵蝕が進み傾斜のあること、およびすぐに段丘 

に接することまどから地表排水の良い環境にある。段 

たより高い丘陵や山地に接している場合が少いため殆 

どの高位段丘には背後からの水の供給はiない。

段丘 の土壌 上半部には粘土層や基底礫層が、ま 

た時には基盤の三紀層が露出していることもあるが、 

普通はこれらの面は上部より礫によって薄く覆われて 

おり、土壌化は進んでいない。比較的安定した部分に 

は未熟左BD㈤型土壊が見られる。

これに対し下半部には崩落や匍行による堆積物を母 

材とした円礫に富むBD型土壊が発達しており、造林 

木の成長は良い。しかし の比高はかなりあっても平 

面形は幅の狭い線状に分布するため面積は僅少である

その他 開析がかなり進んで周囲が削られ既に段丘 

の性格を失い丘陵化したものの頂には洪積粘土、場合 

によっては礫層の裸出した乾性の未熟土がある。

ii ) 土壌の性質

この団地の土壌は、丘陵地のものも段丘のものも土 

層は深いが腐植の浸透が少く、層位の分化が充分行わ

—7 7—
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れていない。これは長期にわたる林作業と落葉、下 

草採取の繰り返し、ならびに場所によってはかって耕 

地になったことなどによる有機物の供給の波少と表面 

侵触の増大が大いにあづかっているものと思われる。

以下、代表的左ものについてのみ説明する。

丘陵地凸型斜面のEr-Bo型土壌 A層の発達がわる 

く、普通は腐植にわずか汚染され、粒状および堅果状 

構造の発達した(A) — B層が：t〇〜:].5颌の深さまで形 

成されている〇表層から極めて堅い〇 土色は丄OYR系 

で明度、彩度ともに大きい。塩基含量、飽和度は小さ 

く、丫丄が大きいが0/Nは小さい。

丘陵地凹型急斜面のBd型土壊 凹型急斜面の中〜 

下部の崩落堆積物を母材とした適潤性のものもやはり 

腐植の浸透はそれほどよくない。

腐植を含むA _ B層が2〇〜2 5 cm位発達し、表層に 

団粒状構造が弱度に、下層に塊状構造が発達する〇堅 

密度は残積土よりはいく分軟いが「堅」である。土色 

はやはり：LOYR系である。塩基に富み、飽和度も比較 

的高い。

段丘面のBD型型土壌 福田の指摘するよう 

に3つの高位段丘の間には地形的、地質的性格のちが 

いが認められるが、どの段丘面の土壊も洪積粘土を母 

材とした適潤性の 色土で、 質緻密な土層は深く、 

A層の発達が弱いため一見殆ど類似の形態を示してい
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る。ー斂に浅いA層に弱度の粒状構造とともに見られ 

るが、このうち比較的粒状構造が発達したり堅果状構 

造の認められるものをBl)(d)型として区別した。

尾田蒔および羊山段丘のものの土色は赤味が強く(

5 Y R系)、中蒔田段丘のものはやや赤味が弱い。(7.5 

YR系)中蒔田段丘のものの下層にはマガジン結核や 

斑鉄をしばしば認める。

利用履歴のまちまちなこの団地の土壌について、こ 

れら数断面の調査結果だけから結論を出すことは危険 

であるが、理化学性も中蒔田段丘だけは異質といえよ 

う。即ち粘土が特に多く、Ca、Mg圾と飽和度は下層 

に向って漸増し、丫丄は異常に大きい値を示しておリ、 

表層の:pHが低い。しかし3者とも。、N量に乏しく、 

〇/Nはほぼ類似の値を示している。

一次鉱物と二次鉱物の組成は段丘面のちがいを反影 

してそれぞれの堆積物の特徴を示している。中蒔田段 

丘のものは有色鉱物と長石属に乏しく頁岩、シルト岩 

の岩片に富んでいるが、尾田蒔段丘では有色鉱物と火 

山砂に富んでいる。羊山段丘の有色皴物含量は前2者 

の中間に位するが、砂岩岩片および火山ガラスが多い。 

火山起源のものも水成曜植であって、周囲の山地の緩 

斜面に保存されているような明瞭なローム層は平坦な 

台地地形でありながら殆ど見られなかった。若し降灰 

が一様にあったとすれば、それは段丘形成時またはそ
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れ以前のものであろう。

二次就物は3者ともハロイサイトが優占するが、匡 

田蒔段丘における〇層以下はカオリナイトに富み、セ 

(メント原料として採掘されている。

中蒔田段丘は、斑鉄、鉄盤層、マンガン結核(ベン 

チヂン反応女著)などの存在から判斷して、堆積作用 

停止後ゆっくり下刻が行われ長期間排水の悪い状態が 

持続したものと考えられる。

段丘 下部のBd型土壌 代表断面として選んだも 

のは尾田蒔段丘の崩落堆積物を母材としたもので、円 

礫を含むほか普通に見られる崩翹土と特に変りを 

い。

4)中生層亜高山地区の土壌( 坂団地)

!、調査地の・概況

位置;調査地は、東西に連なる秩父山系主脈のほぼ中 

央、 坂峠を中心に、東は黒岩まで、南は古礼山、西は 

破不山、北方は 坂嶺から孫四郎峠までの地域であり、 

•主に秩父側斜面を対象としている。(Fig・27位置図参 

照)

標高は19 〇〇〜2 200mの範囲にある。

地形;早壮年期の山容を呈し、山頂部に緩傾斜のやや 

幅広い尾根をわずかに残しているが、派生する尾根は概 

して尖っている〇これらの尾根から長大な急斜面が降り、 

深くえぐられた谷に接する。

斜面の傾斜は、3〇。〜4 0°の範囲にあってきわめて急 

である。 •

地質;基岩は中生旧の砂岩および粘板岩の互局にょっ 

て形成され、土壌母材は主としてこれら岩片類およびそ 

の風化物であるが、山頂の残丘面あるいは直下の部に 

は火山灰の混入の形習がかなりみられる。

植生；亜高山带に属し、調査地の大部分はコメッカ•群 

落の優勢なコメツガ带であり、一部これより上部のシラ 

ベーアオモリトドマツ帯に及んでいる。

また一部は本来コメツガ帯に含まれるが、前植生のコ 

メツガ群落が破壌されて現在ダケカンバを主とした二次 

林によって占められた地域もある。

2、土壊型とその分布

地形別および地床植生の相違を指標として、5つの代 

表断面を設け、土壊の断面調査を行った。

認められた土壌型を代表断面に従って、標高、方位、 

植生等若干の環境条件を併記、列挙すれば次のとおりで 

ある。

BD崩積型土壊;19 40m。微凹形長大斜面。コメツガ。 

ミヤコザサ〇 、

BD® 型土壌;2 06 0m。N6 0°Eo CW 岡。コメツガ、 

シラネワラビ、オサバグサ等草本類と 

コケ類。

PDU型土壊;2100mo N70°E。斜面上部の平衡斜面。

—8 5—



コメツガ、シノブカグマ、バイカ オー 

レン等草本類とコケ類。

PDI型土壌,224 0m。N。尾根に隣接した平衡斜面。

コメツガ。コヨウラク、ゴゼンタチバナ、 

コケ類。

PDI型土壌；2 0 5 0moN70°E。やせ尾根。ネズコ、 

コメツガ、ヒメコマツ。シャクナゲ。

このほか、試孔によってPDJ!型土壌を認めることがで 

きた。

各種土壊の分布傾向を地形および植生的に模式化すれ 

ばFig . 27のとおりである。

BD型土壌群は凹形至及微凹形の、比較的規模の大き 

い斜面に分布し、pdih型土壊は斜面中部の平衡あるいは 

凸形斜面に、PBH型土壊は斜面上部の平衡あるいは凸形 

斜面、また山頂部の緩斜面とこれに接続する斜面に分布 

している。

PDI型土壌は、あとにのべるとおり地形の形状の違い 

によって断面形態等にかなりの差違があるが、尾根筋を 

中心として、一部は尾根直下の平衡斜面に分布する。

3、各種土壌の性状

この地域の特徴的な性状を断面形態、理学性、化学性 

別にのペれば次のとおりである。

a)断面形態(Fig.28、Tab - 7参照)

B ：□型土壌群

—8 4—



各禮土癢の分布
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Fig 2 8. 各種土壌の断面形態模式図

(記載は色,構造,土性の順)
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土屈(A層+ B層)は厚い。

E J□は若干発逹。H眉はわずかに認められる場合・も 

ある。

A眉の色は暗い。

B層の下部まで腐植による汚染があり、かをり暗い。 

後述の化学性等を参考にすれば低海抜のBD型土壌 

とは、その性状に下記のような大きを差違を認め 

ることができる。

PDE!型土壊

F • H層ともに4〜5 cmに発達

A一層・ A•眉は暗い〇

A1下部にわずかに溶脱を、局部的に集積を認 

める。一部菌糸をみとめる。

A2層上部、斑状に集積あり。

PD H型土壌

試孔の観察によるが、上記PDI!型土壌に比べて、 

H層は若干厚く発璋、溶脱•集積の程度はやや強 

度に認められる。

土色は、A • ともPM型土球とほぼ同じよう 

にみとめた。

PDI型土壊

出現する地形のちがいによって断面形態のうえに 

かなりの差異をみとめた〇

両者を比較して示せば次のとおりである

一 8 8—



を被膜 

や大型 

の構造 

れる〇 

暗色、 

や赤味

度に集穏。

と
の

が

下

を

色は黒色、や、 

明るい。

集積をみとむ。

厚さ:L 2〜丄5 cm

地

!形

j 一

共通する点 尾根あるいはこ 

れに隣接する斜 

面のもの

やせ尾穂のもの

植

生

ーー

コメツガ、コヨ 

ウラク、ゴゼン 

タチバナ、マイ 

ヅルソウ、シノ 

ブカグマ

ネズコ、コメツ 

ガ、ヒメコマツ 

シャクナゲ

7 cm内外に堆積

H 厚く堆凱暗色 厚さ8 cm

•

厚さ2 6 cm 〇う 

ち下部:！. 8 cmは 

菌糸によって霜 

降り状に彩られ 

る。

•
A1

: :|

きわめて暗色 H-A1層として 

みとむ。
厚さ5 cmo

厚さ2 ～ 3 cm 〇
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この他、当地域の土壊全般についてとらえられる断面 

の特徵は

腐植;A：！・A2眉で旗る富む乃至富む。8丄碍におい 

ても含としてみとめられ、腐植は土居深おまで浸透 

している。

構造;A］眉が。む。A2眉以下はほとんどのものが 

MAs's乃至Bk。!?D I型土壊の:B2后ではMass。

堅密度;A：!后が 〇 A2層以下は軟(但しやせ尾根 

上PBI型土壊のB2眉は堅)〇

水湿状態;全般に湿

b)理学性(巻末 表参照)

土壌型のあいだに著しい差違はみとめられない» 

容科組成;全般的に個体部分が少く、孔隙量が

多い。

透水量；一部を除いて、比較的多く、下層にゆ 

くに従って減少する傾向にある。

やせ尾根上のFDI型土壊は上記全般的な傾向 

と若干異る。すなわち、容穢組成にすれば個体部 

分が他の土壊に比べて多く、従って孔隙量の割合 

が少い。またA2乃至Blの量小容気击は、他 

の土壊の4～7 %に比べて:L 2〜丄5 %と高い値を 

示す。透水量ではA2 J0で各眉位中もっとも低い 

値を示す。

レ)化学性(巻末 表参照)

—? 〇—



:pH値は全般にかなり低い。

BD型土壌群のrH値も、低山帯のものに比べると著し 

く低い値であり、この地帯の大き在特徴として挙げるこ 

とができよう。

炭素長は、断面形態で下層まで腐植による汚染をみと 

めたが、B丄層で：L0%前後、B2層においても4〜丄2% 

ときわめて高い値を示している。G・N比は下層まで高 

い。

置換性塩基類は全体に少く、これに比し置換容量は高, 

い。従って塩基飽和度の値は低く、BD㈣型土壌のA［層 

においても2.丄％を示すにすぎない。

なおPDI型土壌•では、B1の炭素定がA2層の呈に 

比べて増加しており、あきらかに腐植の移動集積:があら 

わされている。なおA2層からE：1層への炭素最の増加の 

割合は、やせ尾根上のPDI型土壌においてより多い。

—9 0—1 —

⑷総括および考察

1)土壊の種類と分析

a)大土壤群から見た分布の概要

褐色森林土 調査地域全域にわたって最も広く分布し、2 0 0 

〇 mの高さ・に及んでいる“しかし亜高小地区で褐色森林土と類別 

されたものもその:P Hや塩基の最から類推しておそらくある程度 

ポドゾル化作用を受けているものと思われる。また亜高小地区で 

なくても一般に高海抜部には塩基に乏しいものが分布している。

ポドゾル化土壤 亜高山地区には各種のポドゾル化土壊が塩基 

に乏しい褐色森林土とともに広く分布している。10 0 0 m以下 

でも福尾根には稀にPDIH型が認められるが、1〇 〇 Om以上で 

は尾根筋の土壊として屢々現れるようになる。丘陵地区には低海 

抜であるため分布しない。また結晶片岩山地も7 〇 〇 m位しかな 

いうえに、FDH!型土壊の生成され易い濟尾根が発達していない 

ためか全くポドゾル化土壤の分布を見ない。

黒色’土壌 盆地を囲む山地の山頂緩斜面や、山腹緩斜面に島状 

に分布する。その海抜高は約5 0 0 -1〇 〇 〇 mの範囲にあって 

低海抜地には見られない。殆ど火山灰を母材としている。最も著 

名なのは盆地東側山地の平頂稜線のものである。どれも火山灰を 

母材としているが、火山灰に由来する褐色森林土も多い。

b) 土壊型から見た分布の特徴 土壊の分布調査をした7団地の土 

壊型別面積割合をTab. 8に示す。この数字は各団地の土壊生 

成環境(主として小地形面の発達状態)の量的特徴の反影として 

理解される。



Tab. 8調査地別土壤分布面積割合(％)

名
中生層•大生暦山地 ,晶層岩山地 

1

ヨBMW地 
層H!地)

備 考

調査地名 武甲山大血川 入山沢 井慶沢 定峯 宝登山 大・指

P D皿

B A

B B

B' C

B D (dj

B D

B E

B L

岩石地・

崩壊地

その他

+

1 4

8

5 6

1 5

8

+

9

1 4

5 7

1 5

7

+

7

7 3

8

9

3

2

2 〇

6 6

7

5

+

3 〇

6 3

7

+

1 2

3 2

5 1

3

2

■
3

3

4

1 4

5 5

11

1 〇

(段丘の耕 
地、崖谷 
底の［m等

大師団地は、母材や海抜高は異るが小地形面の種類や組合せの 

類似した大血川団地と殆ど同じ分布率を示している。しかし起伏

量や斜面の基模がちがうため、バターンに精粗が見られる。

中生層・古生眉山地には岩石地がかなり見られ、開析の程がうか 

がえる。井度沢と定峯の両団地は岩石地の有無など僅かなちがい 

を除けば全く同じ分布割合と云ってよい。定峯は横瀬川の支流に 

面した山腹で支流の侵蝕がまだ強く及んでいない。また井度沢も 

断層に沿って発達した中津川に面した山腹でこれも支流による侵 

蝕は弱度であるc両者とも小地形面の発達配列状態が似ており、

—

土壤図のパターンにも類似性が認められた。

宝登山は最も異質でBC(〇,)型の分布が多< .BE型は極めて少 

い。荒川が地塁山地を断ち切って流れ出す盆地入口に削り残され 

て孤立峯として立っていることがここの土壌を最も特徴づける原 

因となっている。即ち荒川に沿って絶えず盆地に入り、また盆地 

から流れ出す空気は、従順化してひだの少なくなった山腹の土壌 

に強い作用を与えているものと判断される。

小地形面と土壌型の対応はBD回型とBE型ではかなり明瞭で

あり、その関係をTab. 9に示す。

Tab. 9 土壌型。堆積様式と小地形面の関係

段丘面 凸土型 微凸型一平衡ー微凹型 凹型 崖錐 試坑数

B D (〇!) 3 ｛残3
残13

15 ｛
匍2

1｛残1 1｛匍1 20

B D

残5

5 ｛崩2

(段丘崖)

4 ｛匍4 2闹2
匍4 

9｛
崩5

残2

15 ｛匍 5

崩8

残1

18 ｛匍 5

崩12

53

B E
匍1

4(
崩3

10 〇!〇 1聊 15

2) 土壌の性質

a)断面形態

亜高山地区のデーターが少いので、それを除いた褐色森林土に 

ついて地区間の比較検討をする。

ーラワー



園の発達状態 中生層および古生層由来のものが一般に腐植に 

富みA腐が深く発達し、A, , A 2屈に分化していることが多いの 

に対し、段丘のもの、三紀層および結晶層岩由来ものは腐植に乏 

しく層位の発達も不完全なものが多い。火山灰多靖混入のものは 

一般に腐植に富んでいる。

土 ―色色相はほとんど7. 5〜1〇 YRの間にあるが、三紀層 

のものに1〇 YRが多く、洪積粘さ由来のものは5 YRが多い。 

結晶片岩由来のものは色相が多様であるが一般に1〇 YR系が多 

く、彩度に比し明度が髙いため、一般に灰色がかって見える。

土性および礫 中生盾•古生層岩石を母材とするものは角礫に 

富むが土性はCが多い。しかし板本は大血川に比し安定した斜面 

のためか篠が少ない。結晶層岩由来のものは片状風化礫に富み土 

性はCL〜Cである。三紀圄は一般に風化物層が深く礫に乏しい 

が、あっても軟い腐朽礫である。洪積層由来のものは埴質で礫は 

極めて稀である。火山灰質のものが礫に乏しいのは当然であるが、 

中には基岩礫をかなり混入しているものもある。

構 造 一般に水分環境に応じた各種構造がタイプごとに発達 

しているの位当然であるが、三紀層や洪積眉由来のものの発達程 

度は微弱である。

堅密度 一般に乾性のもの、残積のものに下層の堅いものが多 

いが、段丘や丘陵のものは表層から極めて堅い。また結晶片岩山 

地のものも堅いものが多い。三者ともに盆地内または盆地に面し 

た里山であるため、前述の腐植量の少ないことと考え併わせると、 

他地区のものより強度に利用されたために生じた表面侵蝕や有機 

一

物の供給の減少が大いに与っているものと考えられる。

b)化学的性質

各地区に出現したすべての種類の土壊について分析していない 

ので、データーの比較的揃っているBD(d)型、BD型およびDE 

型E中心に検討を進める。

酸 度 亜高山地区のものを除き、は4 7〜6.8 , 

PH ( k c1)は3. 4〜5. 9の間にある。全体的に見てB D(d)型の 

値はやや低い値に、またBE型は高い値に集中するが、BD型は 

両者の間にあって髙低まちまちである。

BD(d)のPH(H 2 0 )では大指(t . 5 0 〇〜5 8 0 m)および蒔田 

(d. 〇 5 6 0 m )のもののA層が例外的に高いが下層はむしろ他地 

区のものより低いため上下層間の較差が大きい。他は一般に5〜 

6の間にあって特に地区別ゐちがいは認められない。PH(kcl) 

も大指および蒔田のものが同様の傾向を持っている。そのほか、 

武甲山(Va・780m)と宝登山(s i • 5 9 0 m)に低いものが 

見られる。

()内は供試土壊の母材およびその海抜高

Vaは火山抛出物の混入程度の多いもの°

BD 型の PH( H 2 〇)では、武甲山(Po63 0~ 1,000m), 

定峯(s i・2 4 〇〜3 5 Om),宝登山(va 〇 5 8 0 m)および大 

指(t。40〇〜4 80m)のAが比較的高い値を示すが、B層には 

この傾向は認められない。また同じ古生層でありながらほぼ同海 

抜の大血川(P。84 〇〜1,10 0m)のものは武甲山のものよりか 

なり低い。また同海扳の大血川(P)と栃本(m . 84 〇～1,10 0m)

二 X—



の間には新に差は認められない。PH(kc丄)の場合もほぼ同様 

である。

BE型のPHf H2 0)では上下層間の較差は非常に小さく、ー 

般に最表屈が高く次がやや低くなり下層に向って又増す傾向を持 

つ。低海抜の宝登山(va・42Qm)と大指(t .50〇〜6 00m) 

のものは高海抜の大血川(va・85〇〜1200m) および栃本 

(m - 920 — 1, 000m)のものより高い。ほぼ同じ海扱の大血川 

と栃本のものは母材が異るがほぼ似た値を示している。

7»は三紀膚と洪積粘土由来のもののBD(d)型およびBD型にお 

ける異常に高い値を除けば一般にBD(d)型が高く BD型およびBE 

型が低いc特に三紀启岩石由来のBE型の値は極めて低い。その 

他BD(d)型でろ武甲山の火山灰優占母材のものが高いが、類似母 

材の宝登山のものは低い。しカ、し、BD型ではこの関係が逆にな 

っている。また:BE型では］?Hと同様に大血川および栃本のもの 

が比較的酸性を示している。

置換容量 一般に腐植に當む表層に大きく、また火山灰混入の 

多いものに大きい値を持つものが認められる。そのほか栃本の中 

生層由来のもの(BD • BE )および段丘のもの(BD(d))が大きい 

が、特に地区による特徴は認められない<、

置換性石灰と苦土 一般にCaは最表圄が下層に比し極端に多 

い。しかしMgはCaに比し、少量でまたc aのように深さに伴っ 

た含量分布は認められない。全般にはBD0)型は少なく、BD型 

BE型は多い。

BD(d)型ではAノ讨を除けば、低海抜の宝登山大指、蒔田のもの

～タんー

(va,t,d)が高海抜の武甲山、栃本のもの(va)に比しや 

や多い。

しかしBD型では同様にA屈を除外して比べると、高海抜部の 

武甲用(:P・64〇〜1Q0Qm)のものが低海抜の三紀層や段丘の 

ものより多く、ほぼ似た海抜の定峯(va・ 7 6 0 m)と栃本〇 

• 84〇〜9 0 0 m) のものが最も少ない。

BE型では、大指(t・50〇〜600m )が多いが、高海抜の栃 

本S),大血川(v a )は少ない。

飽和度 全般にA辰が高く下眉に低くなる° BD(d)型は他の2 

タイプに比し、一般に低く、表層と下層の較差が小さいが、大指 

のもの(t・5 0 0〜600m )および、蒔田(d . 3 6 Om )のA層 

は例外的に高い。

BD型では表心と下眉の較差の大きいものが多い)。ほぼ同海 

抜の武甲山(E)と栃本(m)のものを比べると、各層とも前者 

がはるかに高く、BD型のグループでは最高値を示している。ま 

たほほ同海抜の定峯(si,va)と大指(1)のB眉では前者が 

低い。火山灰多量混入のものの間では、宝登山(380m )が高く、 

武甲山(82 Om)がこれに次ぎ、定峯(7 6 0 m)のものは極めて 

低い。

BE型では表層と下層の較差が小さい。高海抜の栃本(m・90 

〇〜!,。 0 0 m)のものと大血川(va • 7 0 0〜8 5 0m)が低く、 

低海抜の宝登山(va ■ 4 2 0 m )が高く、大指(t・40〇〜600 

m)が最も高い。

炭素、窒素および炭素率 CおよびNの危は3タイプとも一般

ーデター



に低海抜地のものがそれぞれ少い。また火山灰疑占母材のBD型 

やBE型は比較的富んでおり、(ただし5 0 5は例外)三紀層の 

ものは少なく洪穢粘土由来のものは最も少ない。C/Nは3タイ 

プ間に特にちがいは認められないが亜高山地区のものはC,Nと 

も多く C/Nも高い。

燐酸吸収係数 堆積岩由来のものは一般に1〇 〇。またはそれ 

以下の値を示し、火山灰優占母材のものは約2 〇 〇 Qを示してい 

るが、土瑣型や層位との関係は認められない。しかし宝登山のあ 

3C3(BE )と308( BD)は比帔的抛出物の混入が多いにもか 

かわらず、同じ団地のy^.5 01(BD(d))と異なり低い値を示して 

いる。また栃本附近の中生層由来のBE型(920m〜10 0 0m) 

に高い値が見られる。

BD型において分析値が分散し、海抜高や母材などとの間に関 

連性が余りはっきりしなかったが、これはなお堆積区分や熱度な 

どあ加味して検討整理の余地がある。また母材料についても時代 

区分とともに岩種区分をし、火山抛出物についても噴出源、降下 

堆積物の種類や混入度合などを加味して解析する必要がある。し 

かし細分すればする程、1グループ当りのデーター数は減少し反 

って真憑性の薄いものになるおそれもある。

c)埋学的性質および機械的組成

機械的組成 中。古生層地域に分布する土壊の機械的組成は、 

関東ロームの混入した1点(断面1〇 2 )を除けば、すべて軽埴 

土に集まる。

-苗ー

変成岩の土壊は、中。古生層地域のものよりやや砂質で、埴壊 

土に中心がある。

第三紀層の土壊は、粘土の極度に多いものから少いものまで、 

ばらつきは大きいが、軽埴土に入るものが多い。

、関東ロ ームを母材とする土壤は砂壌土ないし壊土である。

礫 中•古生層および変成岩地域の土壊には礫に富むものが多 

い。第三紀層の土壊、とくにA層は礫に乏しい。B層についてはゝ 

変成岩の礫最が著しく多い。

カッコ内は関東ローム

ヾぐ地 中・古生層 基成岩 第三紀層

A • B A B A B

乏し 8⑸ 5⑸ 6 (5) 〇 (5) 1 8 6

含む 6 4 7 1 1 8

富む 1 5 (1)1 2 (1) 8 1 〇 1 1

頗る富む 1 8 5 1 5 1 6

三相組成 自然状態の土壊に含まれている因体、水、空気の三 

相容積組成を、各地域ごとに比較してみると、中•古生層一・変成 

岩一第三紀層の順に、空気量、水分量は少くなり、逆に因体は大 

きくなっている。

中•古生層地域の土壤は、因体:水:空気の比が、平均2 8 : 

42:3 〇である。この値は森林土壌として良好な理学性を示すも 

のと云える。ちなみに、いままでに測定した多数の例を平均する 

と、成績のよい造林地の土壊はA層で、24:43:33, B層で

一 2一



〇 中、古隹層 

〇更機妾 

ハ 刀ユ起營



5 0 : 4 7 : 2 5となっている。

また中。古生層の注域には空気虽2〇％より少ない土壊は僅か 

2点である。過湿あるいは土層の堅密による根の衝害のおそれは 

少ない。

変成岩の地域の土壌は、中«古生層の土壊より固体部分が多く、 

水分が少ない。空気勉は若干少くなっている。

第三紀層地域の土壌は因体が大きく、空気荷の少ないことに特 

徴がある。とくに空気量1〇%以下の土壊では透水性、通気性の 

点で問題がある。

各地域の関東ロームを集めて見ると、固体部分の少ない点が共 

通している〇

細孔隙泣(保水能)

自然状態の土泉に含まれているFF2.7以上の水分蛍を土壊の 

る容積に対する％で表わし、細孔隙!iと仮称する。

細孔隙量の小さい土壌は中»古生層および変成岩の地域に多い 

が極端に小さい値は見られないから、保水能の点で問題になるこ 

とは少ない。

関東ロームを母材とする土壊は一般に細孔隙覺:が大きい。

細孔隙量

(%)

中・古生層 変 成岩 第三紀層 関東ローム

A B A B A_ B A B

4 〇以上 2 6 1 5 1 1 3 6

5 〇～4 〇 9 8 8 5 5 5 3 1

2 〇〜3 〇 8 5 5 5 1 1 1 〇

2 〇未満 1 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇

5■/ 三楫但戌
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粗孔隙払(通気能)

粗孔隙垃は次のようにして算出した。

粗孔隙嫁=全孔隙位一細孔障旦:

中・古生層地域の土壊は一般に粗孔隙:が大きい。変成岩はこ 

れに次ぎ、第三紀層の土壊は小さい。とくに下層土にこの傾向が 

よくあらわれて、粗孔隙牡2 〇务未満のものが第三紀層地域に多

粗孔隙蛍 

顔)

中・古生層 変成岩 第三紀層 関東ローム

A B A B A B A B

5 〇以上 1 〇 3 〇 〇 〇 2 〇

4 〇〜5 〇 1 2 9 5 2 1 〇 3 4

3 〇〜4 〇 7 9 3 6 1 1 2 3

2 〇〜3 〇 〇 3 3 5 4 2 〇 〇

2 〇未満 〇 〇 〇 1 1 4 〇 〇

透水性 A層については透水性の極端に不良な土壌はない。中 

•生生、変成岩地域には透水速度の大きい(1〇〇 cc/min以上) 

土壊が多く、第三紀眉の地域はやゝ小さい値を示す。

B層については、中«古生層一►変成岩-・第三紀層の順に透水性 

は小さくなる傾向が見られ、第三紀層にはとくに不良な土壤があ 

る〇

関東ロ ームの土埃iは、粗孔隙の多い割にはそれほど透水は速く 

,ない。

透水速度

cc/lnin

中〇古生層 変成岩 第三紀層 関東ロー

A B A B A B A B

3 0 0以上 8 〇 6 3 2 〇 1 1

1 〇 〇〜3 0 0 7 1 5 4 4 2 2 2 1

3 〇〜1 〇 〇 5 4 4 5 3 2 4 6

3。未満 〇 〇 〇 2 〇 3 〇 1

水湿状態― 土廢の水湿状態は土壤型分類の基本概念である。も 

ちろん一時期の測定で土壌のおかれている水分環境を知ることは 

できないが、同一時期に採取した各土壊型のさ湿状態を比較する 

とやはり、B , B ->B ->B の順に湿性へ向う傾向は

認められる。

各土壊型の水湿状態(PF価)

〔備考〕BD型土壌の水湿状態は通常:PF 2.〇〜2.5,BE

型はPF? 〇以下である場合が多い。今回の調査時期 

はこれにくらべてくゝ乾燥している。

P F、、
Bb’Bc B、D (d) B D B E

A B A B A B A B

乾 2.8以上 2 2 1 1 1

>、乾 25-2.8 1 1 8 9 8 1 〇 2 1

潤 2.〇〜2.5 1 1 2 2 5 3 6 6

湿 2 1 1 2 4 4

～ノa クー



d) 一次鉱物およぴ二次鉱物組成

CD 土壤母材の鎌別

土壤母材の鉱物組成を知り、土壌の地質、岩石的基源をチェックする 

ことおよび地質ゝ岩石の差異による土壊生成、土壌生産力の相違を究明 

するためのものである。母材鑼別は試料の過酸化水素水で分解し、飾別 

した土壊細粒0.2〜0.1nmの適量を平均的に採取し、細粒のプレバラ 

ートを作る。偏光顕微鏡で細粒の鉱物を光学的に鈍別して、土壌細粒の 

鉱物組成(細数百分比で表わす)を計測する。秩父地方の各調査地の土 

壊母材を鎌別した結果を表わしたのが別表土壊細粒の鉱物組成表である。

(TablQ⑴〜⑷ F ig3 4⑴〜⑵参照)

この表において粘板岩細粒、頁岩。シルト岩細粒、砂岩細粒および結晶 

片岩細粒は、いづれもその土壊の地質別母材料を示している。例へば、 

土壊が古生層地域のものであったときに、粘板岩、頁岩、砂岩を含んで 

いればそれからはすべて古生層に属する粘板岩、頁岩、砂岩であると見 

てよい。第三紀層、洪積層上の土壊の場合も同様である。また結晶片岩 

地域の土壤細粒中の結晶片岩細粒が極めて多ければ、結晶片岩基源の土 

壊と見做して差支いない。

火山ガラス、火山砂、浮石は明かに火山灰基源の鉱物であるので、こ 

れらが多ければ、火山灰の混入、即ち火山灰の被覆およびそれが移動し 

堆積したものと解すべきである。表示した拡物で上記以外の鉱物は、源 

岩の風化に際して分離したものか、火山灰から分離したものか、他地域 

から運積されたものか、二次的に生成されたものである。また結晶片岩 

基源の土壊中に緑泥石を含有する場合、この緑泥石は源石の凡化によつ

一ノgー
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て分離したものが大部分であるが、二次的に生成されたものも多少含ま 

れていると見做される。とくに多量の輝石を含有している場合、火山灰 

が風化して分離されたと考えられる輝石が極めて多い。

土薩母材錦別表において、粘板岩、頁岩。シルト岩、砕岩および結晶 

片岩細粒が6 Q %以上の土壌は、地質別による起源の土ると見てよい。 

また火山ガラス、火山砂および浮石の合計が2 00未満のものは、火山 

灰の混入があるという程度、2 5务以上の場合火山灰の混入が多いと見 

做しておくことにした。これが土壊の性質に影響を与えているものと思 

われるのでさらに検討する。

古生層、中生層起源の土坛の表層部には火山ガラス、火山砂および浮 

石の含有鱼が比較的多いことが認められたが、これはそれらを含む地域 

を被覆した火山の残存であると考えられる。また地形的に緩斜面、平担 

面に火山灰が保存されていることが推定出来る。

結晶片岩起源の土壌でも平担面および緩斜面上の土壊の表層部にも火 

山ガラス、火山砂の合量3 0%以上を含む土壊がある。これは上記同様, 

にこの地域も火山灰で被覆されたことを示すものである。

第三紀層および洪積層起源の土壊では、火山灰起源の鉱物の細粒が少 

い。これは火山灰の被覆が他の地域と同様行われたが、とくに第三紀層、 

洪積層の分布区域は盆地形で、荒川の流入があり、従って旧荒川の掇積 

上砂の堆積即ち洪積層の形成時期に、比重の軽い火山灰が流下して洪積 

層中に含まれる量が極めて少かったことと、旧荒川による第三紀層の侵 

蝕のために、第三紀層上の火山灰が流亡したものと考えられる。従って 

この推測が正しいとすれば、火山灰の被覆現象は秩父盆地の洪積層の堆 

禎期かそれ以前に行われたものであると考えられる。秩父盆地の中位以

—ノ‘ヨ



下の河岸段丘上の土壊中には火山ガラスの含有鱼が1〇 %以下であつた 

ことなどから上記の推定が正しいものと思われる。火山噴出の時期と火 

山灰の被後とか考えて、秩父地方の火山灰は旧い浅間火山および八ヶ岳、 

乗鞍火山群のものであろう〇

W 土壤中の粘土敍物

粘土鉱物の同定には、試料を過酸化水素水で処理したのち、3 2 5 メ 

ッシュ以下のものについて示差熱分析を行った。これは粘土、微砂。粘 

土および3 2 5 メツシュ以下のものの各々の試料について示差熱分析を 

行った結果3 2 5 メッシュ以下のものと粘土との分析結果が等しかった 

ので、3 2 5 メツシュ以下の試料を用いた。また粘土についてX線分析 

を行って粘土彼物の同定を行った。

地質別の土壊の粘土瓶物を上記の方法で検出した結果を表示すると、 

tab10⑴〜⑷の通りである。この表からつぎの事項をあげることが 

出来る“

(1) 古中生層上の土壌中には多垃のギプサイトおよびアロフェンにハロ

イサイト、バーミキユライトをイ半う。しかし上記の如く、これらの土 

壌にはかなりの火山灰基源の鉱物が入っている。いま火山ガラスおよ 

び浮石の合量が2 5 7 0以上の土壊では、アロフェンの含量が多くゝ 

火山ガラスゝ浮石の少いものはアロフェンも少いという傾向が認めら 

れる。またギプサイトはアロフェンと同様に古〇中生層上の土壊に多 

いが、火山ガラス、浮石の合量の増減と比例的関連は認められない。

従って古。中生層上の土壌には、ギプサイトにアロフェン、ハロイサ 

イト、バーミキュライトを少量含んでいると見做すのが妥当である。

⑵ 結晶片岩土壊について述べると課杏地内の結晶片岩は、滑石、緑泥 

石を含む緑泥片岩と、石墨、脆雲母を含む石墨片岩とに大別され、両 

者が混層をなしているが、一般に前者の多いものが広く分布している。 

この土壞の粘土敍物は、バーミキュライト、クロライトに少最のカオ 

リン鉱物を伴うものである。

⑸ 第三紀層起の土樂中には、ハロイザイト(加水ハロイサイトを含む) 

を主とし、カオリナイトを伴うものである。

(4) 地質図と現地調査によって、洪柄層と認め、その上の土廖を洪秋・層 

の土踱とした。この土壊中には、特に多量の加水ハロイサト、ハロイ 

サクトが認められそれにカオリナイトを伴うものである。これは第三 

紀曆基源の土長と異なるもので、それと区別したことの妥当性を認め 

ることが出来よう。

(5) 前記のアロフェンの含量とその土壊の燐酸吸収係数を検討すると、 

両者間にはかなりの比例的関係があることを認めた。アロフェンはX 

線分析結果から検討すると、一般に結晶度の極めて低いものであり、 

示差熱分析では見出されるので、かなり非結晶質アロフェンで、火山 

灰の凡化の初期に生成されたものと同様なものと推定される。このこ 

とから燐酸吸収係数は化学的に不安定なアルミニウムの燐酸吸着とい 

うことが考えられる。

0)ギブサイトは示差熱分析曲牌で3 2 0～3 4 〇•cにピークが示される。 

X線廻析曲線では4.8 5%のところに最強ピークがあらわれる。粘土鉱 

物の同定結果から、ギプサイトの示す両分析曲線のピークの大きさを 

見ると、下図Fig3 5のように極めて比例的関連があることを認めた。 

従ってギプサイトの示差熱分析曲線ピークのみにてギブサイトの含有

ー〃b-



址の相対比較が出来るものと考えられる。
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〔皿〕各支場担当調査地の土壊試料中の粘土氣物

北海道、東北、四国および九州支場で行ったこの調査の採集試料につ 

いセ、D. T. 4 ,および一部X線分析によって粘土拡物の同定を行った。 

その結果は、Fig 3 6(1)～⑸の通りである。この結果からつぎのこと 

がわかった。

(1)北海道支場の分

第三紀層上の土里には特にハロイサイトが多く見出され、それにカ 

オリナイト、ギブサイトおよびアロフェンを伴うものである。しかし 

土壊細粒中には火山灰中の火山ガラスが多く見出され、また植物性蛋 

白石が少くなかった。火山ガラスの多い試料の粘土鉱物はハロイサク 

卜の含有址が多かった。北海道支場の試料では火山ガラスの氐とハロ 

イサイトの含有な・には比例的関係がある。以上のことからこれらの第 

三紀層上の土象は植生のサクイルの初期では黒色土壊的土壊がきわめ 

て湿性型の土壊が生成され、その後褐色土壊に移行したもので、その 

土壊生成に伴って粘土鉱物はアロフェンからハロイサクトに変ったも 

のであろうと思われる。

⑵東北支場の分

示差熱分析と一部x線分析による粘土鉱物の同定結果からつぎのこ 

とがわかった。(イ)全試料について、カオリン鉱物を主とし、ギブサイ 

卜およびバーミキュライトを伴っていた。(ロ)特に粘板岩上の土壊には 

ギプサイトが比較的多かった。これはほかの土壊の下層と比べると造 

水性が低いということがあるのではないかと思われる。の土壌の椎積 

様式が崩積土のものはバーミキユライトが多い傾向がある。さらにー

次拡物の鎌別結果をまって、さらに考究する。



(5)四国支場の分

示差熱分析と一部X線分析による粘土鉱物の同定結果からつぎのこ 

とがわかった。四国の土条は一般にギブサイトが主体でそれにハロイ 

サイトおよびバーミキュライトを伴うものであるカ；、特にギプサイト、 

バーミキュライトを多金に含有する土壊がある。以上のことから土壌 

はアルミニウムに富む土壌が多いということがいえる。これは気温が 

一般に高いことが岩石の風化に反映しているものであることが推定さ 

れる。四国支場の試料についても一次鉱物の鑑別結果を見て、さらに 

検討する。

⑷九州支場の分

土壊試料は阿蘇山内輸側のものであるため比較的新しい火山灰が土 

壤の母材となっている。示差熱分析結果からこれらの土壊中は、極め 

て多量のアロフェンを含有していた。また下層土にはギプサイトを多 

豈に含むものがあった。おそらく燐酸吸収係数が大きいものと推定さ 

れるが、これも一次鉱物の鑑別結果をまって、さらに考究する。

3)地区区分および土壊型細分に対する検討

既述の土壊の種類、性質、分布状態などから頭初の地区区分を検 

討する。なお生産力的な地区区分の検討は後述のとおりである。

〇)全般的に見てあらかじめ設定された地区はほぼ1つの土壤域に 

相当している。即ち各地区ともそれぞれ土壤の種類、分布状態、 

性質に特徴が見られる。

0 しかし,細く見ると小面積ではあるが、中生層。古生層山地地区 

における武甲山、結晶片岩山地地区における宝登山、三紀層丘陵 

地区における大指団地は、おのおのその地区内では土壊の種類、 

性能、分布状態がかなり異っていて異質な存在となっている。こ 

の様な埸合の処理法は更に今後の硏究によるとするが、原則的に 

考えられるのは、異質な部分の面積割合と異質の程度でおろうと 

思われる。

@ 気候による区分は地域内の主として気温と雨虽の分布の大小に 

よって(海抜高、森林帯を目標として)行ったが、この地域のよ 

うに気温、降水Mとも海抜高に伴って連続的に変化しているのを 

区切る場合の基準およびその指標は他に適切なものがありはしな 

いか。たとえばこの地域では少なくとも温帯上部と温帯下部の土 

壤を区別したほうが便利なので、その分布範囲を区画したいが、 

今回の調査ではそれの明確な基準は得られなかった。



B、林木の成長に関する研究

(1)地位指数の線(造林木の成長過程)の特徴

古生層、中生層、変成岩、第三紀層の地域から採った、9、 

9、6、4点の樹幹解析例によってそれぞれの地域の地位指 

数曲線を作り、Yt=K-0る七にあてはめると次のようにたる。

古生層 Y 七= 35, 7 3 3-34, 266X(〇. 910264)

中生眉 Yt = B8, 165-36, 399X( 0.89 314 )t 

変成岩 Y七= 30, 3 6 5-28, 6 69X(0, 878 6 74)13

第三紀眉 Yt = 25, 87 5-23, 615X( 0 . 8341 35

中生層地域での樹幹解析例は樹令4 〇年に満たないものが 

多いので、3 0年までの値によめ計算したため、K、aヽb 

ともやゝ大きめの値に・なったと思われる。実際には古生后と 

大差ないものと考えられる。

第三紀圈地域での解析例は僅かに4点であるから信を置く 

に足らない。そこで、第三紀層に最も近い値を示す変成岩幼 

域の解析例とあわせて、地位指数曲線を作ると次のようにな 

った。 ”

変成岩 } Yt = 28 .1 65 — 26.2 31X( 0.86 10 17 )七 

第三紀層)

中・古生眉地域にくらべて、変成岩、第三紀眉地域では、 

初期の成長はよいが壮令期以後の成長滅退がめだっている。 

このような成長過程の相違と両地域の土壌•環境条件の相違 

とを対比して見よう。

中・古生/〇地域ではー・般にA層が深い、またB層の理学性



(通気、透水性)が良い。このため、林木の根が十分に成長 

活動できて、壮令期以後にもそれほど成長の減退がおこらな 

いと考えられる。ちなみに、既往の調査で、透水不良の土旧 

が浅く存在している場合にスギの成長が早くから減退する例 

が多数認められている。

変成岩・第三紀層の地域で初期成長のよいことについては、 

これらの地域が低海抜であり、気温の高いこと、土壌の化学 

性(弱酸性、高塩基飽和度)のよいこと、里山であり手入れ 

のよくゆき届くことが挙げられる。また中・古生眉地域では 

寒害の彩響も考えに入れるべきであろう。

土壌型と地位指数

スギ造林地7 6点のうち、寒害にかかって 端の枯損して 

いた林分:L点を除き、土壌型別に地位指数をまとめると、次 

のような明らかな傾向が見られる。すなわち、各土壌型の示 

す地位指数は、BBVBD(dKBD (句)VBD (崩)• Bd~BE • BE

土壌型 Bb Bq(① BD(匍)Bd(崩)BE

地位指数(平均)13 16 2〇 23 24

BB型土壌 BB型は中・古生層地域の尾根に分布していて、 

.海抜10 00 m以上になると、弱ポドゾル化の傾向がみられ、 

スギ、ヒノキの造林成績は極めて悪い。

BD (d.)型土壌 各地域を通じて、BD (d)型の土壊は地位 

14—18 (平均16 )を示し、地域差は見られない。北関
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Fig 38 土壌型と地位指薮

〇 中 •古生眉

〇 変 成岩

△ 第 三紀紆
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東•阿武眼燈方スギ林林分収硬表の3等地に当り、スギの造 

林適地とは云えたい。また実際にはヒノキの林分とをつてい 

る場合がはるかに多い。

BD型(饱行土) この土壌の示す地位も地域差が少なく、 

地位指数丄8～22ヽ(平均20)に集まっている。北関東• 

阿武隈地方スギ林収種表の2等地に当る。もちろんスギ造林 

の適地といえる。

BD型(萌積土 ))
----------------- 地位指数の面から、BD(崩)、BD-BEの

BD e Be型 < …
< 3 土壌型には大差がない〇

be型 )

BD—BE型は古生眉地域の特徵となる土壊で、長大な斜面 

の中腹から山脚にかけて微凹斜面上に広く分布し、BD崩積 

土からBE型へ移行する中間型の土壌である。地位の面から

はBD(萌i 土壌と同様に扱ってさしつかえたい。

3 土壌型とも地位指数は2〇〜2 6 (平均2 3 )に集まる 

ものが多い。地域差は若干認められ、第三紀層(平均24.8)、 

中・古生層(23.2)、変成岩(22.0)の順に地位は低くなっ 

ている。

土壌型細分の生産力的商義

今回調査を行った地域では、スギの造林適地として、BD 

型、be型土壌が挙げられる。このうち、BD型 は分布面積が 

最も大きく、またその内容にもかなりの巾がある。今回の調 

査結果からは、堆積様式による細分が生産力的な土壊評価の 

面から大きな意義を持つことが明らかになった。すなわち、

BD型佃行土よりB D型崩積土は明らかに高い地位を示してい 

る。

堆積様式の違いは土壌の理学性、とくに下層の透水性にあら 

われるものであるが、本調査でも、BD型の倔行土と崩積土に 

明らかな相違が見られる。

BD型の堆精区分と透水性

従来、土壌細分の基準として、土性、母材、堆植様式など 

が考えられていたが、今回の調査地域では堆植様式による区 

分が強くあらわれている。たヾし、Bつ型以外の土壊型では 

堆積様式が土壌型ごとに检ヾ一定していて、細分の意味がな 

い。たとえば、Be型は大半が崩積土であり、B d (d)型、 

Br型は殁穢土となっている。また、BD型の残積土はこの 

地方には分布がはなはだ少をい。その理由として考えられる 

ことは、この地方は斜面が多く、残穂土は尾根か、凸形斜面 

に限られ、そしてそこは乾性要素があらわれ、B D (&)、B 〇



B Bなどの土壊とをっている。

土壌の諸性質と地位指数

A層の厚さと地位常数

7 5調査点を地位指数により3階級に区分し、それぞれの 

地位に属する詞査点をさらにその地点の土壌のA層厚により 

3区分すると次のように左る。

地位区分

! 地位指数22以上

n 〃 丄8以上22未満

! 〃 丄8未満

A層厚区分

深 3 0 cm以上

中 15 cm以上3〇cm未満

浅 15 cm未満

全調査地を通ずると、A層の深い土壌が高地位を示す傾向 

が見られ、この傾向はとくに中・古生層に明らかであるが、

変成岩、第三紀層地域ではあまり明瞭ではない。とくに変成 

岩では、この傾向がはっきりしない。

土壌の理学性と地位指数

透水性 分析を行った点数は3 3断面、B層の透水速度を次

のように3区分し地位との対応を求めた。

II M

透水性 大 100 C C/m i n 以上

区分 中 3 〇 // 以上、100未満

地
小 
位

3 〇 〃 未満

I 
大 大

I n m

中

全調査地

小

中・古生層

小

変成岩•第三紀層

B層の透水性の大なる土壌は高地位を示すと云える。このこ 

とは中・古生層地域によくあらわれているが、第三紀層地域で 

はそれほど明瞭では•ない。

なお、A層の透水性には3〇C 〇/m inより小さい値を示す 

ものがをく、地位とも関係が見られない。

保水能 土埃の保水能と地位とは相関性が少ない。しいて云 

えば、保水能の小さい土壊の方がむしろ地位は高い。このこと 

は次のように解訳される。

高地位の土壊はBD、BE型など湿潤な土壌に限られている 

このような土挨では透水性の方が重要であり、保水能はあまり 

問題とならない〇 一般に透水性の大きな土壊の保水能は小さい 

という傾向がある。このため高地位の土壊は透水性がよく、保

I H 皿

中中

A

A7
の
透
水
性

水能は小さい結果となる。



地 位 I 1 皿

層位 

細孔除ヽf A B A B A B

4 〇 %以上 〇 1 1 3 2 4

3 〇〜4 0 6 7 9 7 5 3

3 〇以下 7 5 1 1 2 2

水湿状態 すでに示したように、土壊型と地位指数とは 

明らかな関係をもっている。このことはスギの成長に対し 

て土壌の乾湿が重要な問題であることを示すものとも云え 

る,これは土壌の：PF価と地位との対応関係によっても裏 

付けされる。

pF
地 位 I n m

乾 2.8以上 〇 2 1

やゝ乾 2 ・ 5～2 . 8 1 5 5

潤 2 ・ 〇^ 2 . 5 8 4 1

湿 2 . 〇以下 4 〇 1

土壌の化学性と地位

PH 高地位のスギ林土壌は一般にEHが6前後の値を示

し、5以下の酸性となることは少ない。本調査にもこのこ 

とがA層に若干うかがわれる。

A層のPH

6以上

5〜6

5以下

第三紀層

置換酸度の小さい土壊の方が一段には好まし置換酸度

•第三紀層地域のA層にはこの傾向が昂られるい。変成岩

•古生層ではあまりが、中

> 1 〇

全・調査地 中・古生層

A 
層 
の 

置 

換 

酸 

度

地位を示すことが考えられる。この傾向は変成岩.第三紀 

層地域に見られるが、中•古生層地域では見られをい。

変成岩 

第三紀層

5〜丄〇

< 1

Oa Mg飽和度一般に塩基飽和度の高い土壌の方が高

!〜5

明瞭でない。



I □ m I n ... I n 皿

>8 0% 3 4 2 1 〇 1 4 4 1
飽

5 〇〜8 〇 2 2 1 2 〇 〇 〇 2 1
和

度
2 0—5 〇 1 1 3 1 1 1 〇 〇 2

V 20 2 〇 4 2 〇 3 〇 〇 1

全調査地 中・古生層 変成岩 

第三紀層

ノ 土壌の諸性質と地位との対応に関する考察

中・古生層地域ではA層の厚さ、B層の透水性など、土 

ス 壌の理学性と地位との相関がみられた。これに対して、変 

成岩•第三紀層地域では置換酸度、塩基飽和度などの化学 

性の方が、土壌の理学性より地位との関係が深い。対 的 

なこの2つの傾向について今後さらにくわしく追究したい。

各調査団地のスギ造林適地

スギ造林の適地として、Bd型匍行土および崩積土、BD 

〜BE型、BE型を各団地ごとに集計すると、次のような傾 

向が見られる。

適地面積 中•古生層>第三紀層>変成岩・

適地の平均地位指数 ,

中・古生層=第三紀層>変成岩

中・古生層

適地

面積

BD (佃) BD(崩)be 適地の

地位指数20 23

武甲山 69% 81 .10 2 0.6

大血川 70 81 19 20.6

入 山 8 5 71 2 9 20.9

井度沢 6 4 6 7 3 3 20.0

1
平 均 7 2

変成岩

適地 BD BE 適地の平均

面積 地位指数2 0 22 地位指数
.一

定登山 54% 94 6 20.1

定 7 〇 9 〇 10 2 0.2

:平 均
4------------------ 62

ゝ
20.2 '

第三紀層

適地 

面積

BD BE 適地の平均 

地位指数地位指数20 24

—-
大 指

6 6% 8 3 17 20.7



第三紀層の大指団地は中・古生層地域にくらべてスギ造 

林適地面秘はや、少ないが、適地の平均地位指数は匹敵す 

る。ただしこの団地は秩父盆地周辺の第三紀層地域の内で 

はむしろ特殊な地形、土壊分布をしているので、この団地 

の調査結果を第三紀層地域全体に適用することはできない。 

他の丘废地の土壌はそれほどよくはなく、また農耕地など 

が多く、林業地として活用されてはいない。

土壌生産力的広城土地評価の可能性

中・古生層山地は秩父地方林業地の主体をなすものであり、 

本調査ではとくに4団地の調査地を設けて、スギ造林のさか 

んに行われている海抜5 00 m〜10 0 0mの地域の実態を解析 

できるように努めた。もちろん、今回だけの調査では十分な 

資料が得られたとは云えないが、調査結果の範囲内で、この 

地域の土壌の地位について次のような評価法を試みた。

中.•古’生層

BB BD 0) BD(匍) B その他 平 均
調査置

13 16 20 一寿 非生産性 地位指数
一

武甲山
%

14
%

8
%

56
%

13 9 17'. 3

大血川 9 14 57 13 7 17.8

入 山 8 6 〇 25 7 18.9

井度沢 8 23 4 3 21 5 18.1

全調査地 8 13 54 18 7 18.0

変成岩・第三紀眉地域では調査団地の数が少をいこと。調 

査址内に出現する全土壊型の地位指数がそろっていないこと 

などで、上記中・古生層地域のように平均地位指数の計算が 

できなかった〇

しかし、今回の調査により広域土地の生産力を土壊をもと 

にして評価しうる可能性が考えられる。
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林地生産力 38年度秩父地域

代表断面の化学的性質
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B +3 0 1 38 5.6 4.9 1.0 0.26 0.0 3

122 P n At 12 139 4.9 43 8.4

B D — B R Ar 20 140 4.9 45 7.9

A —B 30 14 1 5.2 4.6 38

B(A,> +3 0 142 5.5 43 2.2

123 P n A i ! 〇 143 5.3 5.0 1.1 20.3 7 1.4 2

B R 朋

Ai 20 144 5.0 4.3 9.0 4.55 0.4 6

A —B 20 14 5 5.1 4.6 3,9 0.4 51 0.0 5

1
b 30 + 30 14 6 5.3 4.9 1.2 0.4 3 0.0 1

C F c

:n e )

ca

C E C C E C

Ca+X<g

C E C

c

%

N

%
% p我

捌種

林令

成 長

地位指数

他

18.2

133

6.6

4.8

1.5 6

1.29

0.68

6.5 7

12

10

10

8

スギ

5 2

25.3 m

3 26 ex

22

スキ

4 3

18.0

25.8

18

61.26

55.90

4 622

33.63

2.0 6

0.98

0.35

0.71

0.5 7

0.3 6

0.0 9

0.33

26 3

134

04 4

1.0 4

2 05

12.8

6.4

3.6

136

0.71

0.4 7

〇2 9

15

18

14

12

スギ

4 6

15.0

22.0

12

51.10

39.71

3 5.7 6

2 8.53

31.19

2.75

0.7 3

0.91

2.3 9

03 3

0.31

0.11

3 35 8

3.5 8

1.04

1.0 2

14.1

11.7

8.7

5.8

1.2 0

1.1 7

0.8 3

0.54

12

10

10

11

2230

2230

2230

1990

スギ

4 9

2 3.1

3 0.6

20

スギ

4 8

23.3

3 0.0

20

5 4.81

3 6.18

2 8.87

25.20

3 7.12

12.5 8

1.5 6

1.71
—

2.59

1.2 7

0.1 7

0.0 4

3 9.71

138 5

1.73

1.7 5

14.3

8.7

6.0

4.4

1.0 7

0.7 8

0.5 5

0.4 5

13

11

11

10

1990

1990

2140

1910

スギ

4 8

25.9

33.6

24 -i



Prof麻
土壤必畛推祯:磨位 層

誠料

/la

PH E X(me) C E c

(go)

C u

C E C

Mg

C E C

Ca+：.f«

CEO

c
号,

N
ダ
% P及

樹植

林令

成 長

地位指数

他

Hj 〇 K C 1 C a | M 5 i

201 !□ Ai 2 0-23 201 5.1 43 11.9 103 0.18 37.68 2.73 0.48 3.21 7.4 0.6 7 11 1830 スギ 24.1 m

B> 崩 A2 20-2 7 202 5.2 4.3 8.7 0.2 9 0.08 26.35 1.10 0.30 1.4 0 4.4 0.4 3 10 1370 3 7 25.5 e

B +40 203 5.5 4.3 6.5 0.46 0.0 6 21.03 2J9 02 9 2.4 8 19 0.22 9 1370 24

202 V a Ai 9-10 204 5.2 4.4 8.4 1 00 0.7 7 13 スギ 20.9

Bo(d) 勲 Aw 15-25 205 5.5 4.7 23 5.8 0.49 12 3 7 24.0

B 3 2 〜40 206 5.8 4.9 05 21 02 5 8 21

203 V a A, 1 0-15 20 7 5.4 4.4 6.9 5.19 1.0 7 47.56- 10.91 225 13.16 11.6 09 0 13 2060 スギ 124

BP(d) 残 Ai 1 〇〜15 208 5.5 4.5 5.0 1.04 0.26 3 7.06 2.81 0.7 0 3.51 82 0.5 3 15 1830 3 5 18.0

B. 30 209 5.8 4.9 Q8 0.78 OJ 8 29.70 2.6 2 0.6 0 3.2 3 33 02 8 12 1600 14

204 V a Ai 10-20 210 5.3 43 10.4 13.9 スギ 17.2

Bt>(d) 残 Ai 15-28 211 5.2 4.5 5.8 8.5 3 8 2 3.6

B +4 0 212 5.7 4.8 11 31 16

205 A. 4 〇〜4 5 213 5.4 4.3 4.4 4.2 スギ 24.2

BE 崩 Aj 2 8〜3 0 214 5.1 4J 10.8 2.7 3 7 3 04

B +20 215 5.4 44 4S 2.0 26

206 Ai 3 8-4 2 216 5.3 43 7.7 5.33 0.50 395 2 13.4 9 127 14.76 9.0 0.77 12 1750 スギ 224

BR 朋 A? 3 8-4 2 217 5.2 4.3 1 05 1.04 01 9 4 3.5 2 239 0.4 4 2-8 3 8.8 0.6 6 13 2070 3 4 2 8.6

a +2 0 218 5.4 4.5 5.1 1.13 0.0 4 31.2 0 3.62 04 3 3.7 5 5.3 05 5 10 1880 25

207 m A 10-12 219 44 3.5 7 5.2 050 02 8 30.7 6 1.63 0.9 0 25 4 5.2 0.34 15 スギ 133

Bb 残 B, 8—20 220 4.7 3«8 35.2 04 0 0.1 2 2434 1.64 0.4 9 2.13 2.7 0.19 14 4 1 17.5

3 0-40 221 5.0 4.0 14.5 0.3 9 0.0 6 2 6.88 1.4 5 0.22 1.67 1.2 0.12 10 13

208 □ A 15-2 0 222 6.0 &4 05 19.4 6 1.48 29.9 7 6 49 3 4.9 4 69.8 7 5.5 0/1 3 13 スギ 24.8

BD /M 2 0—2 5 223 5.5 44 7.1 4.45 0.92 4 0.8 5 10.89 2.25 I 3J4 11.8 0.78 15 4 1 2-1.6

+4 0 224 5.1 4.1 14.0 0.97 0.0 6 15.34 6.32 03 9 6.71 】.6 0.27 | 6 25
———— —— ( 歹



Pro小 

土壤型
母材推狀 層位 層厚.

試料 

/«

PH E X(me) 0 E C

(me)
Ca

0 E C

M g

C E C

Ca4-}.(g

CSC

〇

%

N

务
% p吸

圈種

林金

成 長

地位指数
他H? 〇 K C 1 C a M 8

209 m Ai 1 8〜2 0 225 5.1 4.2 11.1 13.6 12 7 11 スギ 21.3 m

Bo 匍 A» 30 226 5.1 4.4 8.1 9.5 0.8 6 11 4 1 2 6.5 ci

A— 3 25 227 5.2 4.6 3.5 4.3 0.4 5 10 22

301 V n A】 3〜4 301 5.7 4.9 1.2 13.12 1.78 4135 31.35 4.2 5 35.60 9.2 〇61 15 1 880 ヒノキ 11.1 m

BD(d) 残 At 12〜15 302 5.8 4.7 IB 3.13 0.72 3 0.99 10.10 2.32 1 2.4 2 62 04 5 1 4 1910 3 9

A—B 2 63 0 303 5.8 4.8 13 2X)9 0.7 0 3 3.55 62 3 2.0 9 83 2 3.9 0.4 3 9 2140

B +30 304 6.1 5.1 0.4 1.5 2 040 2907 5.2 4 138 6S2 1.5 0J9 8 1910

302 V a Ai 4〜5 305 5.7 4.7 1.4 16.70 09 6 4 124 2 5.9 4 23 3 2 82 7 11.4 0.7 9 14 ヒノキ 15.8

BID 残 A> 21〜2 5 306 5.7 4.6 2.7 1.71 0.34 3 019 5.6 6 112 6.78 6.3 05 3 12 3 8

A, 5 〇〜5 3 307 6.0 5.0 0.7 1.4 4 0.5 9 3 7.6 8 3.82 1.5 7 5.3 9 5.4 0.3 7 15

303 Sir A 1 〇〜1 5 308 5.9 5.0 0.5 12.18 13 3 19.7 1 6 1.70 6.74 68.4 4 3.0 02 7 11 680 スギ 20.8

制 A- B 2〇〜25 309 5.9 4.3 2.0 5.7 9 1.43 1425 4 05 3 10.。 4 5 0.67 1.4 0.19 7 570 4 〇

B 3 0-35 310 5.6 4.2 1.3 5.。 5 1.53 1 424 35.4 6 10.7 4 4 62 0 1.4 0.1 3 11 680 20

307 Sir A 2〇〜25 311 5.0 4.1 5.0 79 7 4.8 5 26.30 3 06 5 1 8.6 5 4 9.3 0 2.7 0.4 3 6 スギ 17.0

Bn(a) 殃 Bi 15〜1 9 312 5.1 3.6 8.7 82 9 6.93 2 7.97 2 9.64 24.78 5 4.4 2 1.3 020 7 4 2 18

308 Sir A 12〜15 313 6.6 5.4 0.7 27.10 61 7 3 511 7 719 17.5 7 9 4.7 6 4.9 0.38 13 1100 スギ 2 0.8

Bi) 袖 A— B 15〜20 314 5.7 4.2 3.1 1283 5.9 9 2 78 7 4 6.。 3 2 149 6 75 2 2.3 02 7 9 1000 4 2

Bi 13〜18 315 5.5 4.0 5.3 13.59 5.6 3 2715 5 0.06 20.7 4 7 08 0 1.7 OJ 7 10 1 05 0 22

310 si r A. 15〜2 5 316 5.1 4.3 2.9 3.8 匕ノキ 14.2

BD 匍 Aj 2 〇〜3 0 317 5.2 4.3 4.5 3.0 4 〇

a - n + 30 318 5,5 13 3.9 1.8

311 8ir(Sig A* 8〜15 319 5.3 45 3.3 6.3 ヒノキ 11.9

B成!) 残 Ar 2〇〜25 320 5.5 44 44 4.0 4 1

B +20 321 5.6 4.3 3.5 2.6



夕

Prof & 

土壞型
母"狀 展位 滔厚

試料

&

P H
Vi

E 乂( mり) C E C

(° 〇)

Oil

c E C 0 E C

Ca+Mg 

c E C

〇

务

N 

务

% P技
樹flR

林令

成 長

地位捐散
他h2 〇 K C 1 〇 & M e

315 
Be

Sir W-B 15〜2 0 322 5.5 4.1 3.7 6.23 2.5 0 16.49 37.78 15.16 52.94 1.5 0.12 13 570 アカマツ 2 4.4 次

残〜匍 B 2 5〜30 323 5.6 4.0 35 6.99 386 19.6 5 3 5.57 19.64 55.21 0.9 0.12 8 460

318 Sir A 1 〇〜15 324 6.5 5.7 0.5 3.8 0.3 5 11 スギ 21.7

BD 匍 Bi 20 325 5.9 4.0 33 1.1 0.16 7 48

B- +4 0 326 5.9 4.0 3.5 1.1 0.17 6 20

320 V a Aj 87 2 327 5.2 4.1 14.7 12.6 ヒノキ 13.0

Bl Dfe) 残 At 10-12 328 5.5 4.4 61 8.4 50

3i 12〜15 329 5.6 4.6 23 3.8

B, +30 330 6.2 5.1 05 1.8

321 V 二 A i 10^12 331 5.1 43 7.3 4,6 0 0.57 5 6.4 1 8.16 mi 9.17 142 功5 14 2060 ヒノキ 17.7

BID 朋 At 17〜2 3 332 5.3 4.6 39 21 4 0.25 4 2.。 0 5.10 0.6 0 5.70 10.1 0.8 5 12 2020 50

A—3 +40 333 5.6 4.9 0.5 1.9 2 0.24 3725 5.15 0.6 7 5.79 6.1 05 3 12 1750

325 Sis As 11〜18 334 5.2 4.4 25 3.1 ス・ 13.5

BD 4屈 B 3 〇〜4 0 335 5.3 4.3 5.1 1.8 25 18

327 Srg A 5〜7 336 5.1 4.1 7.9 3.7 7 0.20 1828 2 0.6 2 1.0 9 21.71 4.4 0.39 11 スギ 13.9

Bi>(d) 残 B 2 5728 337 4.7 4.1 6.8 〇点3 0.33 125 5 4.2 2 2.6 3 6.85 2.1 0.25 8 38 14

329 :. A, イ〜5 338 6.3 5,5 02 15.9 3 1.39 22.78 6 9.93 6.10 7 6.。 3 3.8 0.4 4 9 680 スギ 19.7

0¢ 匍〜崩 As "2 9 339 5.9 4.9 06 8.89 1.08 17.4 8 50.86 6.1 8 5 7.04 2.6 *0.35 7 680 39 20

Bi 1 5 〜2 5 34 0 4.8 3.9 82 1.93 0.38 15.5 6 12.40 2J4 14.84 1.3 0.19 7 6 4 0

B：
〇, *

+30
-----------------1

34 1 5.2 3.8
司

18 3 1.5 5 17.4 6 10.4 8 8.88 19.3 6 1.0 0.21 5 640
--



4

Prof Ai. 

土 W豊

(購位 層

試客

/In.

PH
も

EX(n< 〇) C E C

(mu)

Ca

C E C

Mg

C E C

じ a+Mg

C E C

〇

务

H
侈

%

; ...... ._

P Ci
樹俚

林令

成 長

地位指敖

他

£i材,跳

Hs 〇 K C 1 c a M g

423 d (A)-*1 10 <128 5.1 4.0 29.1 2.18 1.38 21.16 10.30 6.52 16.82 2.1 0.15 1-- アカマツ 17.6 m

BD(d) B 20 429 5.0 3.7 403 2.73 434 3 798 7.19 1 2.7 1 19.9 3 1.1 0.10 11 52 2 4.7 E

〇 +4 0 4 30 5.1 3.7 4 4.9 7.0 2 9.4 6 4 4.30 15.85 2135 3 7.20 0.3 0.03 10

425 d A 16 431 6.3 5.4 〇6 16.19 0.86 2 6.4 9 61.12 3.25 6 4.37 44 03 4 13 アカマッ 15.8

Bn(d) 茨 B 17 -132 5.2 42 63 25 7 0.28 16.31 15.7 6 1.72 1 748 11 010 11 52 2 98

C +4 0 433 5/1 4.0 63 0.79 2.10 2 4.5 3 3.22 8.5 6 11.78 0.7 0.10 7

4 28 d 四一 B 18～2 0 4 34 6.8 5.8 0.5 1L6 3 0.6 7 18.4 8 6 2.93 3.6 3 6 6.56 1.4 0.12 12 1010 ア・ "Vッ 1 7.7

Bd 残 B( 16〜18 435 5.3 4.3 73 42 6 0.5 4 1 5.12 28.17 3.5 7 3 1.74 0.6 0X)9 7 1190 42 181

B, +30 436 5.2 ■1-2 7.9 15 5 2.02 14.56 10.6 5 13.87 2 452 05- 0.0 7 7 1100 •

430 t A —B 24 439 5.5 4.1 92 10.17 5.60 24.19 42.04 2 3.15 6 5.19 12 01 6 8 1000 スギ 16.5

Bd 脳 B +3 6 44 0 5.6 4.1 3,4 9.21 6.12 23.09 3 93 9 26.50 6 6.39 0.5 0.10 5 1000 40 18.4

431 t ㈤一 B 16 44 1 5.0 4.0 28.0 1.78 1.44 21.17 8.4 1 6.80 15.21 1.0 013 8 920 アカマッ 16

Be 殁 3, 34 442 5.2 4.0 3 ID 0.72 1.83 21.。 8 3.4 2 8£8 12.10 0.4 0.0 6 7 780 25 112

92 m F 5 501 12.24 338 116.1 10.54 2.91 13.4 5 43.5 1.90 23 コメヅカ 133

pom 制 H 4〜5 502 725 33 2 2 2 7.1 3.19 1.4 6 4.6 5 41.8 1.99 21

A, 10 503 43 3.8 29.4 0.6 8 0.41 103.7 0.6 6 0.4 0 1.0 6 20.3 1.3 9 15

A, 15 504 45 42 2 4.0 0.5 8 01 6 7 8.4 7 0.74 0.20 0.94 14.3 OS 6 15

Bi +20 505 48 4.4 11.0 0.41 0.0 7 6 6.6 8 0.62 0.11 0.73 12.3 0.70 18

92 ra F 5 506 3 9反 2.4 0 16 コメ助

Bn(w) 剔 H 2 507 8.5 2 1.5 0 122.7 6.9 1 1.22 8.16 34.4 2.4 5 14

俠山型) A a 7 508 4.0 3.5 4 2,7 1.0 6 0.6 5 81.3 9 1.30 0.8 0 210 18.5 1.5 6 1 2 2230

At 18 509 4.3 42 27.0 0.6 5 0.2 3 6 9.11 0.9 4 0.3 3 127 15.0 12 8 12 2450

B, 22 5 10 4.9 4.4 颌 0.61 0.0 6 51.67 1.18 0.12 1.3 0 102 0.71 14 2450

i :
+2 0 511 5.1

コ

釦 0.6 3 0.07 40.4 2 1^56 0.1 7 1.73 7.0 05 7 1 12 2230



Prof 疋
| 土壊型

旻材堆積 層位 層厚

試料

為・

P H
久

E X (me) CEO 

(me)

C a

C E C

M g

C E C

Ca+Mg

CEO

C

%

N

%
久 P吸

樹種 

林令

成 長

地位指数

他

h2 〇 K C 1 C a M g

401 t A 1 〇〜16 401 6.5 5.9 0.5 2 9.03 3.8 9 3 2.69 8 8.81 11.9 0 1 0 0.71 34 0.2 6 13 スギ 25.9 m

Be 個 (A)-B 2 〇〜2 6 402 6.4 5.1 0.5 178 0 4.6 4 2 5.5 4 69.7 0 18.17 87.8 7 0.6 0.11 5 4 2 3 1.5 c 招

B, 34 403 6.5 4.6 0.2 17.4 2 4.9 0 26.7 2 6 5.19 18.3 4 8 3.5 3 0.5 0.11 5 26

403 t A 6〜1〇 404 6.4 5.4 0.7 3 0.24 1.53 3 8.36 7 88 3 3.99 8 2.82 6.6 0.49 13 スギ 15.3

3n(d) 残 A— B 40 405 5.1 4J 34.1 2.74 1.93 2 4.6 5 11.12 78 3 1 8.95 1.6 018 9 3 3 19.6

B + 30 406 5.2 3.9 6 0.6 0.25 2.81 2 0.51 1.22 13.7 0 14.92 04 0.08 5 18

404 t A 6〜8 40 7 6.5 5.6 〇3 3 0.5 0 4£ 8 3 8.8 5 7 8.5 1 12.。 5 9 0.5 6 6.2 0.44 14 920 スギ 2 2.8

BD 匍 A— B 3 〇〜3 6 40 8 5.3 42 6.1 7.83 3.83 2 26 0 3 4.6 5 1 6.9 5 51.6 0 1.3 0.19 7 680 5 〇 2 6.8

B +30 409 5.4 4.1 12.8 5.6 6 321 1 9.74 2 8.6 7 16.26 4 4.9 3 0.8 0.12 7 460 20

40 6 t Ai 8〜10 410 6.3 -5.3 05 2 7.38 2.85 35.8 6 7 6.35 7.9 5 8 43 0 3.9 0.33 12 スギ 17.6

BE 崩 A 2 2 〇〜2 6 411 6.3 5.0 0.5 16.84 3.27 27.93 6 02 9 11.71 72.00 1.3 0.19 7 2 4 21.8

A— B + 30 412 6.4 5.0 0：2 1 6.90 3.4 0 26.51 6 3.75 123 3 7 65 8 1.0 0.17 6 24

408 t A 4〜8 413 6.7 5.8 0.8 43.21 5.11 53.11 81.36 9.6 2 90.98 10.4 0.6 3 17 790 スギ 16.9

BD(d) 残 B. 4 〇〜4 2 414 48 3.9 5L6 2.05 1.8 5 2 4.69 8.30 7.4 9 15.7 9 22 021 10 1050 6 5 20.5

3 b2 +3 0 415 5.1 4.1 19.8 0.26 1.91 21.02 1.24 9.0 9 1033 0.9 0.10 9 1080 14

4 11 t A 7 416 6.1 5.6 0.7 27.38 3.5 9 3 6.03 75.8 7 9.9 5 85.82 6.2 0.44 14 1170 スギ 20.7

BD 匍 A— B 2 5〜27 417 5.5 4.1 5.2 6.85 3.17 214 9 31.88 14.75 46.63 1.7 02 3 7 1010 4 3 2 5.4

B, 30 4 18 5.5 4.1 8.0 6.00 2.6 6 19.30 31.。 9 13.7 8 4 4.87 1.0 0.16 6 920 20

412 t A 8〜12 4 19 6.7 5.9 0.5 3226 4.02 40.67 79.32 9.8 9 89.21 6.0 0.4 8 13 スギ 2 9.9

1 BD 崩 A — B 28 〜32 420 5.3 4.1 1 9.7 4.29 2.66 2 4.。 5 17.84 11.0 6 28.9 0 1.8 0.2 6 7 6 5 3 36

L- B +3 0 421 5.3 4.1 2 5.6 4.71 4.14 2 4.5 6 1 9.18 1 6.8 6 3 5.0 4 1.3 0.1 9 7 26

413 t A 8〜1〇 422 6.5 5.5 0.5 3 7.9 0 2.7 6 44.82 34.5 6 6.16 90.7 2 7.2 0.49 15 スギ 2 7.4

BE 崩 A—B 2 〇〜2 2 423 6.4 4.7 0.S 1 9.3 5 4.6 7 2 6.5 9 61.4 9 17.5 6 7 9.。 5 1.0 0.15 7 4 〇 19.2
1_________ I

1_____
Az +40 424 6.5 4.9 0.G 1

J.
17.13 

_________
3.4 8 2 0.73 6 4.。 9 13.。 2 7 7.11 1.1 0.16 1 7 28



Prof A6. 

土壤型

母材堆積 層位
福厚

試料

ノあ

pH
%

E X(me) CEO

(me)H2 〇 K C 1 C a M g

94 m F 7 512 ■

PDI 残 r H
1 H(M 1 8 513

A2 7 514 4.0 3.0 20.7

Bi
1 2

515 5.2 3.7 21.5

B, 516 4.5 4.9 0.9

b2 + 20 517 5.4 52 0.4

128 m F 7 518 16.0 7 2.16 95.98

PD I 匍 H 1 〇 519 1 019 1.6 7 226.7

H —Ax 5 520

A2 3 5 21 3.9 3.1 28.6 0.5 8
； •；
0.30 '47.6 7

B, 15 522 41 3.6 23.1 0.47 0.13 7 0.61

b2 20 523 4.8 4.4 123 0.4 3 0.08 70.。 0

143 m At 1 3 524 4.3 3.6 325

BD 崩 a2 17 5 25 4.4 4.0 27.3

B, 40 526 4.8 4.4 8.8

一:’
b2 30 527 5.0 4.5 4.9

C a

E C

M g

CEO

Ca+Mg

CEO

c

%

N

%
久 P吸

ma 
林令

成

地位

長 

指数

4 35 1.5 4 28 ネズコ

4 3.4 1.6 6 26 コメツガ

8.3 0.2 5 33 ヒメコマツ

12.0 0.4 7 26

6.7 0.31 22

4.2 0.24 18

16.7 4 2.2 5 18.9 9 4 4.4 1.84 24 コメツガ

450 0.7 4 5.2 4 39.9 1.82 22

30.0 1.7 0 18

1.22 0.6 3 1.8 5 11.7 0.8 3 14 1310

0.6 7 0.18 0.85 12.7 0.8 7 15 2300

0.61 0.11 0.72 1 2.3 0.6 3 20 2450

21.5 1.8 2 12 コメツガ

14.7 1.16 13

9.1 0.78 12

4.3 0.36 12



/.武甲山

r-------
&.

雁癢 1 &莉
<秋 苑形

ガ位 
腹程

好< 
标怂

本灰
肉"高折耐瓊 

直後・修肴
耕<

M &-.

W砍
層也

孝さ 堆撅 

状恁
土色

齋M 石< 土性 狒摩, 冰亜
七の也

/「/

ゆ 

W
:

A/ /*

於E g搬 

四遂 
斜逾

わZW 
矛。

ズヤ、' 緜 ノ8■・飲 

ス" ・ク
%

心ザ,
を
互久

//
4
4 一ガ

ノ2 

K
帝
ク

ク

,多 

爲へ以

焉～会 
舍ん 
乏

皆N 
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